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行田市長行田市長 石井直彦石井直彦
▶問い合わせ▶問い合わせ　生涯学習スポーツ課☎556―8319　生涯学習スポーツ課☎556―8319

はじめに、二十歳という大きな節目を迎えることができたことに深く感謝す
るとともに、支えてくださった全ての皆様に感謝申し上げます。
さて、私がまだ幼かった頃、「はやく大人になりたい」と思っていたのをよく
覚えています。今思えば、たびたび失敗してしまう子どもの私と比較して、身
近な大人は常に冷静で正しかったことから憧れを抱いていたのだと思います。
けれど、私はその身近な大人に憧れを抱いたまま二十歳になってしまいまし

た。いつかなれるのだろうと思っていた「大人」にはなれないままです。
しかし、最近あることに気付くことができました。それは、「大人」も不安だらけだということ。ただ、その不安を
見せないように毅然と振る舞っていたということです。
新型コロナウイルス感染症、紛争をはじめとする世界情勢、私生活のことなどで不安に押しつぶされそうにな

ることもあります。そんなときは、あの頃に憧れを抱いた大人を思い出して、頑張ろうと思います。
そして、いつか誰かの「大人」になり、次世代へバトンを繋げていけるような人生を歩んでいきたいです。
結びになりますが、私たちの人生の節目となる式典を開催いただけることに感謝申し上げます。立派な大人に

なれるように努力してまいりますので、引き続きご指導のほど、よろしくお願いいたします。

はじめに、私たちが二十歳としての大きな節目を迎え、祝福していただける
ことに深く感謝申し上げます。また、ずっとそばで支えてくださった家族をは
じめ、地域の方々、先生方、そしてお互いに競い合い助け合った仲間に感謝し
たいと思います。
さて、アフターコロナの世界はコロナ禍前に戻るのではなく、新しい世界へ

と変化しました。人との接触が制限されたことにより、対面ではなくZoomで
オンライン交流を図るなど、コミュニケーションの方法も選択肢が増えました。従来どおりまたはそれ以上の効
率を追求したからこそ、こうした変化が生まれたのだと思います。しかし、20年間の人生を振り返ると常に効率ば
かりではなく、非効率の中で人として成長したことも多くあります。効率と非効率は両方とも大切です。これから
もバランスを大切にしながら日々努力していきたいです。
また、私は、日本だけでなく、国外にも興味があります。自身の好きなこと、情熱を注げる場所がたくさんある

と考えています。視野を広げるためにあらゆることに目を向け、挑戦し、壁に阻まれても乗り越えて成長する。そ
していつか世界を引っ張る人になれるように精進していきます。
結びに、これまで支えてくださった皆様には20歳を迎えられたことに改めて感謝申し上げます。これから先、

ご心配やご迷惑をお掛けすることもあるかもしれませんが、引き続きご指導ご鞭撻のほどよろしくお願いいた
します。

大人になるということ
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　1月8日㈰、産業文化会館ホールで令和5年行田
市二十歳を祝う会が開催されます。ここでは、こ
の式典の企画を行ってきた実行委員に二十歳を
迎えた心境や抱負などを語っていただきます。二十歳二十歳のの抱負抱負

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝

か
し
い
新
年
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と

心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
長
引
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
感
染
拡
大
に
加
え
、
ロ
シ
ア
の
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
端
を
発
し
た
原
油
価
格
や

物
価
の
高
騰
な
ど
、
私
た
ち
の
生
活
や
地
域

経
済
も
大
き
な
影
響
を
受
け
ま
し
た
。

市
で
は
、
抗
原
検
査
キ
ッ
ト
の
無
料
配
布

や
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

な
ど
の
感
染
拡
大
防
止
に
向
け
た
取
組
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
の
発
行
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
に
よ

る
ポ
イ
ン
ト
還
元
事
業
を
実
施
し
、「
新
し

い
生
活
様
式
」
の
促
進
と
消
費
喚
起
を
促

す
こ
と
に
よ
り
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
後
も
感
染
状
況

を
注
視
し
な
が
ら
、
感
染
防
止
対
策
と
社
会

経
済
活
動
の
両
立
を
目
指
し
て
、
必
要
な
対

策
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

私
は
、
行
政
機
関
で
の
勤
務
経
験
が
な
い

民
間
出
身
者
と
し
て
、
市
長
就
任
以
来
、
市

民
の
皆
様
か
ら
の
声
を
何
よ
り
大
切
に
す
る

と
と
も
に
、
民
間
の
感
覚
を
存
分
に
取
り
入

れ
、市
政
運
営
に
あ
た
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く
環
境
が
よ
り
一
層

厳
し
さ
を
増
す
中
、
行
田
市
が
さ
ら
な
る
発

展
を
遂
げ
る
た
め
に
は
、
行
政
の
力
だ
け
で

は
な
く
、
市
民
の
皆
様
、
民
間
事
業
者
の
皆

様
と
そ
れ
ぞ
れ
が
連
携
、
協
力
し
、
将
来
を

見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と

が
必
要
不
可
欠
で
す
。

民
間
の
活
力
を
絶
え
間
な
く
市
政
に
取
り

入
れ
て
い
く
た
め
、
昨
年
4
月
に
民
間
事
業

者
の
皆
様
か
ら
の
事
業
連
携
の
相
談
や
提
案

を
一
元
的
に
受
け
付
け
る
「
公
民
連
携
総
合

窓
口 Co-Labo G

yoda

（
コ
ラ
ボ
ぎ
ょ

う
だ
）」
を
設
置
し
ま
し
た
。
昨
年
は
、6
社

と
連
携
協
定
を
締
結
し
、
民
間
事
業
者
の
皆

様
の
知
見
、
そ
れ
ぞ
れ
の
持
つ
資
源
や
特
長

を
活
か
し
な
が
ら
、
新
た
な
事
業
や
実
証
実

験
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
年
4
月
に
さ
き
た
ま
古
墳
公
園

内
に
オ
ー
プ
ン
を
予
定
し
て
い
る
さ
き
た

ま
テ
ラ
ス
は
、
観
光
庁
の
登
録
観
光
地
域
づ

く
り
法
人
（
登
録
Ｄ
Ｍ
Ｏ
）
と
し
て
登
録

さ
れ
た
一
般
社
団
法
人
行
田
お
も
て
な
し

観
光
局
と
協
働
で
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。
他
に
も
、
忍
城
址
を
中
心
と
し

た
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
、
花
手

水
Ｗ
ｅ
ｅ
ｋ
や
行
田
は
ち
ま
ん
マ
ル
シ
ェ

の
開
催
な
ど
、
行
田
お
も
て
な
し
観
光
局
、

地
元
商
店
、
市
民
の
皆
様
と
連
携
し
て
行
っ

て
お
り
、
新
た
な
観
光
資
源
の
発
掘
や
ま
ち

の
に
ぎ
わ
い
創
出
、
行
田
市
の
魅
力
向
上
に

も
つ
な
が
っ
て
お
り
ま
す
。

私
は
、
こ
う
し
た
民
間
の
視
点
や
感
覚
を

取
り
入
れ
な
が
ら
、
今
後
も
引
き
続
き
、
市

が
直
面
し
て
い
る
課
題
の
解
決
や
改
善
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
市
の
魅
力
向
上
を
図

る
と
と
も
に
、
市
民
の
皆
様
に
喜
ば
れ
る
ま

令和令和55年年 年頭のごあいさつ年頭のごあいさつ

ち
づ
く
り
に
全
力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
ま

い
る
所
存
で
す
。
市
民
の
皆
様
に
は
、
ど
う

か
本
年
も
市
政
に
対
す
る
ご
支
援
、
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
本
年
が
市
民
の
皆
様
に
と
り
ま

し
て
、
幸
多
き
す
ば
ら
し
い
年
と
な
り
ま
す

よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

22023.1 市報 ぎょうだ2023.1 市報 ぎょうだ



5 42023.1 市報 ぎょうだ

　年末の大掃除や年始の
あいさつなど何となく慌
ただしく過ごしてしまう正
月休み。
　ここでちょっと一息つ
いて、温かいお茶でも飲
みながら2022年を振り
返ってみませんか。お茶う
けに行田のトピックスは
いかがでしょうか。
　2023年もホットな話題
が溢れる行田を目指し各
種事業に取り組んでいき
ます。
　新年も皆さんに
とってすてきな年
でありますように。

４月１日、羽生市と共同で一般廃
棄物処理施設を整備するため、一
部事務組合が設立されました。新
ごみ処理施設は、小針クリーンセン
ターの隣接地に建設し、令和９年度
中の稼働を目指しています。

14 回目となる2022 年のデザ
インは、日本の代表的な文化で
あるアニメ・漫画に着目し、人気
サッカーアニメ『アオアシ』とコラ
ボレーションしました。6月には総
勢 683 人で田植えが行われ、11
月には刈り取りが終了。約 4,770
キログラムのお米が収穫されまし
た。そしてまた次の作品の準備が
始まります。

3月31日をもって5小学校（中
央・星宮・荒木・須加・北河原）が
閉校し、4月から中央小学校と星宮
小学校は「忍小学校」として、荒木
小学校と須加小学校は「見沼小学
校」としてそれぞれ再編成され開校
しました。また、北河原小学校は南
河原小学校へ編入。各校の伝統と
精神は新しい学び舎

や
に受け継がれ

ました。

新型コロナウイルス感染症感染
拡大の影響による子育て世帯の負
担を軽減するため、令和 4年度の
中学校の学校給食を無償としまし
た。給食では、行田市産米「彩のか
がやき」を使用するなど地産地消に
積極的に取り組んでいます。

行田羽生資源
環境組合設立

田んぼアート
 アニメ『アオアシ』

小学校5校が
閉校し

 2校が開校

中学校全学年
給食費無償化

昭和 63 年に開館した郷土博物
館は令和 4年で開館 35周年を迎
え、10月 2日には来館者 200 万
人を達成しました。博物館では企
画展をはじめ、親子で楽しめるイベ
ントや歴史講座などさまざまな催
しを通して、今後も行田の歴史を
伝えていきます。

3月15日から利用者登録をする
と、中央公民館や総合体育館など
公共施設の空き状況の確認や予約
登録がインターネットで行えるよう
になりました。

電子図書館も開設
1月15日からぎょうだ電子図書

館サービスが開始し、小説や旅行
誌などを電子書籍で読むことがで
きるようになりました。貸し出しは
1回2冊までで期限は2週間。気軽
に読書を楽しんでみませんか。

市内での消費喚起、キャッシュレ
ス化の促進による「新しい生活様
式」の普及を目的とし、9月から12
月まで行われた「足袋のまち行田 !
キャッシュレス決済でお得に買い物
キャンペーン」。最大で4万円分の
ポイント還元となりました。

郷土博物館
来館者

 200万人突破
公共施設利用

 予約がネットで可能に

4カ月連続
キャッシュレス決済

 ポイント還元

コロナ禍で需要が低迷する市内
の花き農家支援のため、地元産の
花を使った、花いっぱい運動を行っ
ています。テクノ・ホルティ専門学
校学生による花装飾や、ものつくり
大学学生が「枡」をコンセプトに制
作した装飾なども設置され、忍城
址周辺やヴェールカフェ前は、鮮や
かな花に彩られたフォトスポットに
なっています。

8月から令和 5年 1月までの 6
カ月間水道料金の基本料金分を無
料とし、エネルギー価格や物価高
騰の影響を受けた住民や事業者の
負担を軽減するための支援を行っ
ています。
市では、常に安全・安心な水道

水を供給できるよう、水質管理に
努めています。新型コロナウイル
ス感染症やインフルエンザなどの
感染予防のため、水道水で手洗い、
うがいをしましょう。

花き農家応援
花いっぱい運動

全世帯8月から
水道基本料金無料

変動する社会の中で、民間の力
を活用しながら地域課題を解決し
ていくために、4月に民間事業者な
どとの連携のワンストップ窓口を設
置しました。現在、まちづくり、環
境、福祉などさまざまな分野での
連携が始まっています。

公民連携総合窓口
C
コ

o-L
ラ

ab
ボ

o Gyoda
開設
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▶問い合わせ　健康づくり課☎553―0053

問い合わせ
●接種時期・場所、接種券について ●ワクチン接種後の副反応について ●その他、ワクチン接種について
行田市新型コロナワクチン接種
コールセンター（相談センター）
☎556―1115
受付時間：午前9時～午後5時
（土・日曜日、祝日も実施）

埼玉県新型コロナワクチン接種の
専門相談窓口
☎0570―033―226（ナビダイヤル）
受付時間：24時間対応
（土・日曜日、祝日も実施）

厚生労働省新型コロナワクチン
コールセンター
☎0120―761770（フリーダイヤル）
受付時間：午前9時～午後9時
（土・日曜日、祝日も実施）

●オミクロン株対応2価ワクチン接種方針
接 種 対 象 初回接種（1・2回目接種）を完了した12歳以上の全ての方

接 種 回 数 一人1回

使用するワクチン ファイザー社2価ワクチン（BA.4-5対応型）またはモデルナ社2価ワクチン（BA.4-5対応型）※

接 種 時 期 前回の新型コロナワクチン接種から3カ月以上経過後

※ ファイザー社2価ワクチン（BA.4-5対応型）またはモデルナ社2価ワクチン（BA.4-5対応型）は、1・2回目接種対象者には使用できません。

　新型コロナウイルスワクチン接種は、3月31日までとされています。ワクチン接種がお済みでない方は、早め
の接種をご検討ください。
　掲載内容は12月15日現在のものですので、状況により変更となる場合があります。最新情報は市ホームページでご確認くだ
さい。

オミクロン株対応2価ワクチン接種

5歳～11歳（小児）の3回目接種

生後6カ月～4歳（乳幼児）の初回接種

初回接種（1・2回目接種）

▶ 注意 必ず保護者同伴での接種をお願いします。保護者が特段の理由で同伴することができない場合は、接種す
る方の健康状態を普段から熟知する親族などで適切な方が、保護者から委任を受けて（委任状（市ホームページから
ダウンロード可）の持参）同伴することができます。

　生後6カ月から4歳までを対象とした新型コロナワ
クチンの初回接種を実施しています。3月31日までの
接種期間中に接種を完了するためには、1月13日まで
に1回目接種が必要です。
▶ 使用するワクチン　ファイザー社ワクチン（6カ月～
4歳用）

▶接種回数　一人3回（3回で1セット）
▶ 接種間隔　1回目接種後、通常3週間空けて2回目
を受け、2回目接種後、8週間空けて3回目を受けます。通常の間隔を超えた場合には、なるべく速やかに接種してください。
▶接種券など　対象の方に個別に送付
▶接種会場

▶ 使用するワクチン　ファイザー社（12歳以上用）従来型ワクチン
▶接種会場　保健センター
▶ 予約方法　①LINE、②インターネット、③電話

県のワクチン集団接種会場の利用もご検討ください
　1月以降も県が設置しているワクチン集団接種会場で、武田社ワクチン（ノババックス）の初回接種が実施され
る予定です。最新情報は、県ホームページをご覧ください。

 国内の新型コロナ感染者のうち子どもの感染者数は多い状況が続いています。
　新型コロナワクチンを受けることで、新型コロナに感染しても症状が出にくくなります。また、今流行している
オミクロン株にも有効であることが報告されています。

▶ 使用するワクチン　ファイザー社ワクチン（5～ 11歳用）
▶接種時期　2回目の接種を完了してから5カ月以上経過後
▶ 接種券など　初回接種（1・2回目接種）の完了日から5カ月を経過するころ、発送します。
▶ 接種会場　市内4医療機関です。詳しくは、市ホームページや接種券などに同封されているチラシでご確認くだ
さい。

　令和4年秋以降の3～ 5回目接種では、基本的にはファイザー社またはモデルナ社のオミクロン株対応2価ワクチンをおすすめ
していますが、これらのワクチンを何らかの理由で接種できない方は、従来型の武田社ワクチン（ノババックス）で接種を受けてい
ただくことができます。接種を迷う場合はかかりつけ医などにご相談ください。

オミクロン株対応2価ワクチン以外のワクチンを希望される方へ

●武田社ワクチン（ノババックス）の接種会場
　埼玉県北部ワクチン接種センター（ニットーモール2階（熊谷市銀座2―245））
　詳細は、県ホームページをご覧ください。

※医療機関への直接の問い合わせはお控えください。
▶ 注意
•  必ず保護者同伴での接種をお願いします。保護者が特段の理由で同伴することができない場合は、接種する方の健康状態
を普段から熟知する親族などで適切な方が、保護者から委任を受けて（委任状（市ホームページからダウンロード可）の持参）
同伴することができます。
•  基礎疾患をお持ちの方は、市外のかかりつけ医で接種できる場合がありますので、市外のかかりつけ医に問い合わせてくだ
さい。
•  3回の接種の途中で5歳の誕生日を迎えた場合も、生後6カ月～ 4歳用のワクチンを接種します。

●接種会場
　1月は、市内13医療機関となります。使用するワクチンや接種条件が変更となる場合がありますので、最新の情報は、市ホーム
ページや接種券などに同封されているチラシでご確認ください。

▶注意　
　•「直接連絡」となっている場合を除き、医療機関への問い合わせはご遠慮ください。
　• 基礎疾患をお持ちの方は、市外のかかりつけ医で接種できる場合がありますので、市外のかかりつけ医に問い合

わせてください。
　•18歳未満の方の接種には、保護者などの同伴が必要です。詳細は市ホームページでご確認ください。

●接種券
　接種時期が近づきましたら市から送付します。なお、前回の接種を行田市以外で接種し、本市に転入した方などは接種券の発
行申請が必要です。発行申請は、窓口、郵送、電子申請で受け付けます。詳しくは、市報ぎょうだ11月号または市ホームページ
でご確認ください。

※「予約システム」を通した予約方法は、①LINE、②インターネット、③電話のいずれかとなります。

※最短で19日後から接種可能

通常3週間（※） 8週間以上

例）2023年
1月13日

2023年
2月3日

2023年
3月31日

1回目 2回目 3回目

会　場　名 所　在　地 予 約 方 法
行田総合病院 持田376

①LINE、②インターネット、③電話
行田中央総合病院 富士見町2―17―17

ワクチン 会　場　名 所　在　地
予約方法 妊婦の

接種 備　　考予約
システム※ 直接連絡

モデルナ2価
【BA.4-5対応型】

行田総合病院 持田376 ○ × ○
行田中央総合病院 富士見町2―17―17 ○ × ○
松原医院 長野1―31―10 ○ × × 年齢制限あり（18歳以上）

ファイザー2価
【BA.4-5対応型】

加藤内科医院 旭町3―2 ○ × × 年齢制限あり（12歳以上）

川島胃腸科 佐間1―18―39 ○ × × 年齢制限あり（18歳以上）

行田協立診療所 本丸18―3 × ○ × かかりつけ患者のみ

行田総合病院 持田376 ○ × ○
行田中央総合病院 富士見町2―17―17 ○ × ○
栗原医院 本丸11―35 ○ × × 年齢制限あり（16歳以上）

小林内科医院 谷郷2026―1 ○ × × 年齢制限あり（18歳以上）

さかつめ内科医院 城西1―6―22 ○ × ×
年齢制限あり（18歳以上）
かかりつけ患者のみ

たけうち呼吸と内科のクリニック 持田3―4―20 ○ × × 年齢制限あり（18歳以上）

なすクリニック 忍2―19―1 清水ビル１F ○ × ×
根本医院 行田10―22 ○ × × 年齢制限あり（12歳以上）

ハピネス診療所 長野7296―1 ○ × × 年齢制限あり（12歳以上）
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行政のお知らせ

　市民税・県民税の申告は、前年1年間の所得に対する税額を適正に算出するための
課税資料として、申告書を提出していただくものです。

※ 確定申告が不要な方でも、公的年金等から所得税が源泉徴収されている場合は、確定申告をすると所得税が還付される場合があります。
※1  所得のない方でも、国民健康保険・後期高齢者医療保険などの各種手続きで申告が必要な方や税証明書を必要とする方は、市民税・県
民税の申告が必要となります。

  市民税・県民税の申告が必要な方

　次のような申告は、市の申告相談ではお
受けできませんので、行田税務署にご相談
ください。
・消費税や贈与税に関する申告
・配当所得・一時所得に関する申告
・ 株式や土地の譲渡に関する申告
　（収用を含む）
・繰越損失に関する申告
・青色申告
・先物取引に関する申告
・住宅ローン控除に関する初年度申告
・予定納税のある申告
・過去（令和３年分以前）の申告
・亡くなられた方の申告
・ 国外居住親族に係る各種控除を受けよう
とする方の申告
※ 上記以外の申告でも、内容によっては税
務署にご案内する場合があります。

受け付けできない申告

　「マイナンバーカード」をお持ちの方、ま
たは事前に「ID・パスワード方式の届け出」
が済んでいる方は、国税庁ホームページ「確
定申告書等作成コーナー」をご利用いただ
くと、自宅などでパソコン、スマートフォ
ンから確定申告を行うことができます。
　また、印刷して郵送などで税務署に提出
することもできます。
　混雑する申告会場に出向くことなく確定
申告を行うことができますので、ぜひご利
用ください。

所得税の確定申告をご自身でして
みませんか

○ 事業所得（営業・農業）、不動産所得があ
る方は、収入と経費を計算した収支内訳
書を作成してください。

○ 医療費控除を受ける方は、医療費控除の
明細書を作成してください。

※ 収支内訳書・医療費控除の明細書が完成
していないと申告相談を受けられません。
▶所得税の確定申告についての問い合わせ
　行田税務署☎556―2121（代表）
▶市民税・県民税の申告についての問い合わせ
　同課市民税グループ（内線231）

申告会場に行く前に
①収支計算の分かる書類（事業・不動産収入）
② 源泉徴収票（原本）※会社などにお勤めの方や、
公的年金等を受給されている方

③ 各種控除証明書（生命保険料控除証明書、寄附
金受領証など）

④医療費控除の明細書
⑤その他必要な証明書類
⑥本人確認書類（運転免許証、健康保険証など）
⑦マイナンバーカードまたは通知カード
⑧ 口座番号が分かるもの（税金の還付がある場合）
⑨ 税務署からの「確定申告のお知らせ」はがきや
確定申告書類（お持ちの方）

⑩室内履き（行田グリーンアリーナの場合）

お持ちいただくもの

  令和５年度 市民税・県民税、所得税申告相談開催日程

2月７日

８日

９日

１４日

１５日

１６日

１７日

１９日

２１日

２２日

２４日

２７日

２８日

3月１日

２日

３日

９日

１３日

１４日

１５日

火

水

木

火

水

木

金

日

火

水

金

月

火

水

木

金

木

月

火

水

清水町、城西１～5丁目、城南 

大字佐間、佐間１～3丁目 

駒形１・2丁目、関根、渡柳、利田、藤間 

前谷、野 

小針、下忍、樋上 

堤根、下須戸、真名板 

大字埼玉 

全地区対象 

大字谷郷、斎条、皿尾、和田 

上池守、下池守、中里、小見、白川戸 

谷郷1～3丁目 

若小玉、桜町1～3丁目、富士見町１・2丁目 

荒木 

須加、酒巻、下中条 

犬塚、馬見塚、中江袋、北河原 

南河原 

押上町、棚田町1～3丁目、忍1・2丁目、
大字忍、栄町、緑町 

中央、西新町、持田1～3丁目 

持田4・5丁目、藤原町1～3丁目、旭町、
向町、本丸 

門井町１～3丁目、大字長野 

矢場1・2丁目、長野1～5丁目、行田、小敷田 

大字持田、天満、宮本、壱里山町、深水町 

期　日 曜日 会　場 対　象　地　区　（参考）

中央公民館
(「みらい」内)
第1・2学習室

総合福祉会館
「やすらぎの里」

第3研修室

「行田グリーン
アリーナ」

２階研修室

商工センタ－

混雑予想
大混雑

■■■■

大混雑
■■■■

混雑
■■■□

やや混み
■■□□

大混雑
■■■■

やや混み
■■□□

混雑
■■■□

大混雑
■■■■

混雑
■■■□

大混雑
■■■■

大混雑
■■■■

混雑
■■■□

混雑
■■■□

混雑
■■■□

混雑
■■■□

大混雑
■■■■

混雑
■■■□

やや混み
■■□□

混雑
■■■□

大混雑
■■■■

混雑
■■■□

混雑
■■■□

10日 金

８日 水

[受付時間：午前9時～午後3時]

※受付開始～午前中は混み合います。時間には余裕をもってお越しください。

　昨年と会場が異なる地区があります。対象地区以外でも申告相談できま
すので都合の良い会場にお越しください。

1. 新型コロナウイルス感染拡大防止のため、来場される際は、マスクを着用してください。また、入場の際に検温を実施
し、発熱（37.5℃以上）などの症状がある方は、原則として入場をお断りします。
2. 税務署から送付された確定申告に関する書類がある方は、その書類（「確定申告のお知らせ」はがきや確定申告書類など）
を必ずお持ちください。
3. 例年、税務署で申告相談をされている方は、後日のトラブルを避けるため、引き続き税務署での申告をお願いします。
4. 申告相談実施期間中は、市役所税務課窓口での申告相談は受け付けていませんので、各会場へお越しください。

4 つのお願い4つのお願い4つのお願い4つのお願い4つのお願い4つのお願い4つのお願い4つのお願い4つのお願い4つのお願い4つのお願い4つのお願い4つのお願い4つのお願い4つのお願い4つのお願い4つのお願い4つのお願い4つのお願い4つのお願い4つのお願い4つのお願い4つのお願い4つのお願い4つのお願い4つのお願い4つのお願い4つのお願い4つのお願い

≪動画で見る確定申告≫

動画で見る確定申告

≪確定申告書作成コーナー≫

確定申告

スタート 令和5年 1月 1日現在、
行田市に居住していますか。 行田市への申告は不要 令和 5年 1月 1日現在の居住

市町村に問い合わせてください。
いいえ

いいえ
はい

はい

はい

いいえ、
または分からない

令和 4年 1月 1日～ 12月 31日に収入がありましたか。

市民税・県民税の申告は原則不要
収入がない方でも、市民税・県民税の申告が必要な場合があります。※1

市民税・県民税の申告が必要申告は不要 申告は不要

税務署に確定申告をしますか。

給与が主な所得の方 年金が主な所得の方

公的年金等の収入が400万円を超えますか。

2カ所以上から給与の支払いを受けていますか。

年末調整された給与の他に所得がありますか。

所
得
税
の
確
定
申
告
が
必
要

はい

はい

はい

はい

はい

はい

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえいいえ

はい

はい

年末調整をしていない、または年末調整で適用を
受けられない控除（医療費控除など）を受けますか。

他の所得が20万円を
超えていますか。

扶養親族や医療費・社会保険料・生命
保険料などの控除がありますか。

いいえ

いいえ

いいえはい

いいえ

はい
公的年金等の収入
の他にも所得があ
りますか。

公的年金等の収入
以外の所得が20万円
を超えますか。

勤務先から給与支払報告書が
行田市に提出されていますか。

給与収入が 2,000 万円を超えますか。

　市ホームページに当日の混
雑状況をリアルタイムで掲載
しますので、申告会場へ来場
する際の参考にしてください。

混雑状況を確認

令和5年度 市民税・県民税、所得税 申告相談

申告相談期間は
2月7日㈫～ 3月15日㈬

　行田税務署では、所得税・個人消費税・贈与税の確定申告会場を同税務署１階事務室に開設します。期間は土・日曜日、
祝日を除いた1月23日㈪から3月15日㈬までです。還付申告相談は1月4日㈬から受け付けています。
▶相談受付　午前8時30分～午後4時（午前9時から相談開始）
　 ※ 確定申告会場への入場には、当日配布または国税庁LINE公式アカウントから事前に
取得した「入場整理券」が必要です。

▶ 閉庁日の相談　2月19日㈰・26日㈰に限り、熊谷税務署（熊谷市仲町41）で申告相談を
行います。行田税務署での業務は行っていませんのでご注意ください。

▶注意事項　
　•スマートフォンをお持ちの方は、原則スマートフォンを利用して申告書の作成を行います。
　•午後4時前であっても、相談受付を終了する場合があります。
　•来場の際は感染予防対策の徹底をお願いします。咳・発熱などの症状がある方は入場をお断りします。
▶問い合わせ　行田税務署☎556―2121（代表）

行田税務署から令和5年度（令和4年分）の確定申告のお知らせ

国税庁LINE公式アカウント
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行政のお知らせ

　生涯スポーツの普及や振興活動に尽力したとして、文
部科学大臣功労者表彰(スポーツ推進委員功労者表彰)
を受賞されたスポーツ推進委員(太田地区)の玉木民雄
さんが、その報告のため、11月24日に市役所を訪れ
ました。
　玉木さんは、スポーツ推進委員として20年以上の長
きにわたり、本市および地域スポーツの指導者として
多大な尽力をしてこられました。また、市内に活動を
限定することなく北埼玉地区、県東部支部、県の役員
を務めるなど、その活躍、功績が高く評価されこのた
びの受賞となりました。
▶問い合わせ　生涯学習スポーツ課☎556―8336

玉木民雄さんが文部科学大臣功労者
表彰を受賞

　コロナ禍において、エネルギー価格や物価高騰の影響を
受ける住民や事業者の支援として、8月検針分から4カ月
間、水道料金の基本料金分を無料としていますが、1月検
針分まで2カ月延長します。
　「上下水道使用水量・料金等のお知らせ」（検針票）に表示
される水道料金および合計金額には基本料金が含まれてい
ますので、表示額からご使用の水道の口径に応じた2カ月
分の基本料金（税込）を差し引いた額が請求額になります。
※ 従量料金および下水道使用料は、無料化の対象ではあり
ません。
▶ 注意　検針票の水道料金および合計金額には基本料金を
含めた金額を記載しています。口座振替時、納入通知書
では基本料金を減額します。口座振替をご利用の方は、
2カ月後の検針票で基本料金が減額されていることをご
確認ください。
▶問い合わせ　水道課業務グループ☎553―0131

　毎週日曜日の午前9時～正午に開催している行田はち
まんマルシェでは、新鮮な野菜に加えて、地元の食材
を使った加工品や軽食、クラフト品など多様な品目を
販売しています。
　1月8日の新年最初の行田はちまんマルシェでは、福
袋の販売と運試しくじを開催します。福袋は各店舗オ
リジナルのものをご用意しています。
　また、運試しくじは、事務局でくじを用意しています。
当たりを引いた方にはプレゼントを差し上げますので、
新年最初の運試しにいかがでしょうか。ぜひお越しく
ださい。
▶場所　若葉保育園駐車場(行田11―10)
▶主催　行田はちまんマルシェ実行委員会
▶ その他　駐輪場は大黒屋駐車場を、駐車場は明治安
田生命駐車場をご利用ください。
▶問い合わせ　農政課(内線388)

　新型コロナウイルス感染症の影響が長期化する中で、エ
ネルギー・食料品価格等の物価高騰に直面する18歳以下
の子どもを養育する子育て世帯を支援するため、市独自に
「令和4年度行田市子育て世帯物価高騰緊急支援給付金（所
得制限なし）」を支給します。
▶ 支給対象　令和4年9月30日時点で行田市に住民登録
があり、平成16年4月2日～令和5年2月28日生まれ
の子を養育する方
▶給付額　子ども1人当たり1万円
▶ 申請手続き　平成16年4月2日～ 19年4月1日に生ま
れた子（高校生など）のみを養育している方と公務員のう
ち、昨年度実施した「令和3年度子育て世帯への臨時特
別給付金（10万円給付）」を行田市で受給していない方は
申請が必要です。
▶ 申請期間　3月15日㈬まで※土曜日、日曜日の午後、
祝日および年末年始を除く
▶ 支給方法　対象となる方には、12月中から順次児童手当
等振込口座または指定口座に振り込みを行っています。
▶ その他　申請の要否などの詳細は、市ホームページでご
確認ください。
▶ 問い合わせ　子ども未来課手当・給付グ
ループ（内線262・292）

　新型コロナウイルス感染症による影響が長期化す
る中で、子育てに伴う負担増加に対し支援を行うた
めの「子育て世帯生活支援特別給付金」の申請を受け
付けています。
※ 高校3年生までの子ども一人当たり1万円相当の
給付金（令和4年度行田市子育て世帯物価高騰緊急
支援給付金）とは異なります。
▶支給対象　
　 【ひとり親世帯】18歳に達する日以降の最初の3月
31日までの間にあるひとり親世帯の児童（障がい
児の場合は20歳未満）を監護・養育する方で、新
型コロナウイルス感染症の影響を受けて家計が急
変し、直近の収入が児童扶養手当の対象となる水
準に下がった方
　 【ひとり親世帯以外の子育て世帯】18歳に達する日
以降の最初の3月31日までの間にある児童（障が
い児の場合は20歳未満）を監護・養育する方で、
令和4年1月以降に新型コロナウイルス感染症の
影響を受けて家計が急変し、住民税均等割非課税
相当収入となった方
　※ すでに、子育て世帯生活支援特別給付金（ひとり

親世帯分）を受給している方は支給対象になりま
せん。

▶給付額　児童1人当たり5万円
▶ 申請期間　2月28日㈫まで※土曜日、日曜日の午
後、祝日および年末年始を除く
▶ 問い合わせ　子ども未来課手当・給付グループ（内
線262・292）

水道料金の基本料金無料の期間を
1月まで延長します

行田はちまんマルシェ新春初売り＆
運試しくじを開催します

子育て世帯物価高騰緊急支援給付金を
支給します

低所得の子育て世帯に対する子育て世帯生活
支援特別給付金の申請はお済みですか

　市では、生徒の英語力および学習意欲の向上を図
ることを目的に、公益財団法人日本英語検定協会が
実施する実用英語技能検定の受験者の保護者に対し、
検定料の一部を補助します。
▶対象　次のいずれかに該当する方
　•市内中学校に在籍する生徒の保護者
　• 市内に住所を有し、市外の中学校に在籍してい

る生徒の保護者 
▶ 対象となる英語検定　公益財団法人日本英語検定
協会が実施する実用英語技能検定の1級～ 4級
▶ 補助金の額　生徒1人につき1回当たり2,000円。
ただし、4級については1,000円。（同一年度2回まで）
▶ その他　申請の手続きなどの詳細は、市ホームペー
ジをご覧ください。
▶ 申請・問い合わせ　教育指導課
　☎556―8316

石井市長と齋藤教育長に受賞の喜びを報告する
玉木民雄さん（中央）

英語検定の検定料を補助します

　市では、デジタル技術を活用して、より質の高い行政サービスの提供や行政事務のデジタル化などを推進するため、
現在、DX（デジタル・トランスフォーメーション）推進計画（計画期間：令和5年度～令和7年度）の策定を進めています。
　このたび、DX推進本部会議での審議を経て、計画案がまとまりましたので、皆さんからの意見を広く募集します。

▶募集期間　1月16日㈪～ 2月17日㈮
▶ 計画書案の閲覧場所　市政情報コーナー（本庁舎2階）、
南河原支所
　※市ホームページから閲覧可
▶意見の提出が可能な方　次のいずれかに該当する方
　①市内在住の方
　②市内で事業を行っている方または団体など
　③市内在勤・在学の方
　④市に対して納税義務を有する方または団体など
　⑤ その他、当該計画に対して利害関係を有する方また
は団体など

▶ 提出方法　意見の他に、前項のうち該当する番号（①～
⑤）と、住所、氏名（法人など団体の場合は、事業所の所
在地、名称、代表者の氏名）、電話番号を明記（様式自由）
の上、持参（土・日曜日、祝日を除く）、郵送、FAX、Eメー
ルのいずれかの方法により提出してください。

　 【持参・郵送】〒361―8601　行田市本丸2―5　行田
市情報政策課【FAX】553―1355 【Eメール】jouhou@
city.gyoda.lg.jp

▶ いただいた意見の取り扱い　個人を特定できないよう
編集し、概要を市ホームページで公表します。また、
意見に基づいて計画を修正した場合は、その内容を公
表します。なお、個別の回答は行いません。
▶その他　電話や口頭での受け付けは行いません。
▶問い合わせ　同課情報政策グループ（内線327）

行田市DX推進計画（案）に対する意見を募集します

▶問い合わせ　同課情報政策グループ（内線327）

農政課(内線388)
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　4月23日執行の行田市議会議員一般選挙および行田市長選挙について、立候補を予定されている方を対象に説明会
を開催します。
▶日時　2月11日㈯午前9時～正午
▶場所　商工センターホール
▶�その他　会場の都合などにより、参加者は立候補予定者1人につき2人まで(立候補予定者を含む)とします。詳細
は市ホームページをご覧ください。
▶問い合わせ　選挙管理委員会(内線219)

　本市にとって望ましい地域公共交通のあり方や維持確保を図ることを目的とした行田市地域公共交通計画を策定する
ことに伴い、皆さんの声を計画に反映させるため、意見交換会を開催しますので、ぜひご参加ください。

▶日時　2月4日㈯午後1時30分～ 4時30分
▶場所　産業文化会館2階第2会議室
▶内容　
　◦公共交通の現状と各種アンケート結果の説明
　◦�公共交通の課題の整理や将来像などについてグルー
プに分かれて意見交換

▶対象　市内在住・在勤・在学の16歳以上の方
▶定員　15人

▶�申し込み　1月4日㈬～ 26日㈭に行田市電子申請シス
テムまたは電話で交通対策課へお申し込みください。
　※�電話の場合、住所・氏名・年齢・電話番号を、市外
の方は加えて勤務先・通学先をお申し出ください。

▶問い合わせ　同課地域公共交通グループ（内線284）

　令和5年度は、統一地方選挙と埼玉県知事選挙が予定されています。
　選挙で投票するには、選挙権を有しているだけでなく、選挙人名簿に登録されていることが必要です。また、選挙人
名簿への登録は、住民票がある市区町村で行われます。進学や就職などで引っ越しをされた方は、引っ越し先の市区町
村へ住民票を移しましょう。
引っ越しをしたらどこで投票できるの？
　選挙人名簿に登録されるためには、引き続き
3カ月以上その市区町村の住民基本台帳登録さ
れていることが必要です。住民票を移してから
3カ月未満の場合は、旧住所地(引っ越しをす
る前の市区町村)で投票することになります。
▶問い合わせ　選挙管理委員会(内線219)

　行田市湯ったりあったか元気倍増事業は、市民の皆さんが市と提携している観光地の
宿泊施設を利用したり、観光施設や土産物店などを利用したりする際にさまざまな特典
が受けられるサービスです。施設利用時に行田市民パスポート(地域活動推進課または南
河原支所で配布)を提示することで割引などのサービスを回数制限なく何度でもご利用い
ただけます。健康増進とリフレッシュにぜひご活用ください。

※利用可能な宿泊施設などは、市ホームページまたは同課で配布しているパンフレットをご確認ください。
※他の割引との併用はできません。
▶問い合わせ　同課くらし安心グループ(内線252)

　行田市明るい選挙推進協議会と行田市選挙管理委員会が共催する「明るい選挙啓発ポスターコンクール」に、小学生の
部58点、中学生の部13点、合計71点の応募がありました。審査の結果、小学生の部5点、中学生の部2点、合計7
点が入選（金賞）作品として選ばれ、入選した作品は県の2次審査へ進みました。
　このたび、次のとおりポスターの展示を行います。
▶期間　1月25日㈬～ 2月3日㈮※2月3日は午前中のみ
▶場所　「みらい」談話コーナー

▶問い合わせ　選挙管理委員会（内線219）

立候補予定者説明会を開催します地域公共交通に関する意見交換会を開催します

引っ越しをしたら住民票を移しましょう

ご利用ください　行田市湯
ゆ
ったりあったか元気倍増事業

明るい選挙啓発ポスター入選作品を紹介します

今住んでいるところに住民票がある

3カ月以上住んでいる

今住んでいる市区町村で投票

はい

いいえ

はい

いいえ

旧住所地（3カ月
以上住んでいるこ
とが必要）で投票

※都道府県(または市区町村)の選挙
　において、その選挙の区域外に転
　出した方は、投票できませんので、
　ご注意ください。

小学生の部

中学生の部

北小学校6年
栃金�李香さん 下忍小学校 6年

伊藤�希歩さん

南河原小学校 6年
木元�琉生さん

南河原小学校 6年　
松本�るらさん

下忍小学校 6年
大塚�菜愛さん

太田中学校 1年
後藤�紅愛さん

西中学校 1年
茂木�希心葉さん

観光地 特典内容 利用方法

伊香保温泉

宿泊施設(40施設)：�市民料金で宿泊可能（金額は宿泊施設ご
とに異なります）

特典：�土産物店などで使用できる1,000円分の商品券がもら
えます

渋川伊香保温泉協会（☎0279―72―3151）
を通して宿泊施設を予約

草津町

観光施設(6施設)：�10パーセント引きまたは100円～ 210
円引き

商店街(32施設)：�割引や景品などのサービス(内容は各店舗
によって異なります)

会計時に「行田市民パスポート」を提示

上野村

宿泊施設(6施設)：�市民特別料金で宿泊可能(各施設や時期
によって異なります)

観光施設(4施設)：�100円～ 300円引き、スカイブリッジか
らシャボン玉を飛ばすサービス(要予約)

宿泊施設：�宿泊施設へ予約。宿泊当日に「行
田市民パスポート」を提示

その他施設：�会計時に「行田市民パスポー
ト」を提示

片品村 宿泊施設(48施設)：�宿の基本料金から10パーセント引き 直接宿泊施設へ予約し、宿泊当日に「行田
市民パスポート」を提示

石和温泉
宿泊施設(27施設)：�宿の基本料金から10パーセント引き、

各種サービス(サービスの内容は宿泊施
設ごとに異なります)

直接宿泊施設へ予約し、宿泊当日に「行田
市民パスポート」と市民であることが確認
できるもの（運転免許証や健康保険証）を提示

亀の井ホテル 宿泊施設(30施設)：�1泊2食以上のコースを利用時に500円
引き 亀の井ホテル利用提携券を宿泊施設へ提示

いわき藤間
温泉ホテル浬

かいり
宿泊施設(1施設)：�1泊2食以上のコースを利用時に500円

引き
いわき藤間温泉ホテル浬利用提携券を宿泊
施設へ提示

湯田中温泉郷 対象施設(1施設)：りんごジュース1杯無料
対象温泉施設(1施設)：入浴料割引 対象施設で「行田市民パスポート」を提示
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ご存じですか　教育振興奨励金
　市では、学校教育の他、市内で教育振興に沿った活動
を行っている個人や団体の皆さんを対象に奨励金を交付
しています。

▶申請期間　2月1日㈬～ 20日㈪
▶対　　象　 社会教育、スポーツ活動および青少年の非

行化防止活動の充実・向上のための事業（広
く市民に周知して参加を呼び掛ける事業）

▶交付限度額 個人の場合…5万円
　　　　　　団体の場合…20万円
▶申し込み・問い合わせ　
　　　　　　教育総務課総務グループ☎556―8311

　市では、高校・大学などへ入学を希望される方の保護者に対
して、経済的負担の軽減を図るため、入学準備金の貸し付けを
行っています。

▶申請期間　2月1日㈬～ 20日㈪
▶貸付金額　① 大学、短大および専門課程を置く専修学校の場

合…30 万円
　　　　　　② 高校、高専および高等課程を置く専修学校の場

合…20 万円
▶対　　象　 市内に6カ月以上居住し、市税を完納している方

※連帯保証人（本市に居住し、一定の職業または
　相当の資産を有する方）が必要　

▶申請時に添付する書類
　　　　　　・ 在学または出身学校長が大学・高校などの長に

提出する調査書の写し
　　　　　　・家庭調書
　　　　　　・住民票の写し（世帯全員）
　　　　　　・承諾書
▶貸し付け決定後に提出する書類
　　　　　　・借用書※連帯保証人が必要　
　　　　　　・入学許可書または合格通知書
▶返還方法　 3カ月を据え置き、大学は50カ月以内、高校は

35カ月以内で毎月の分割払い
▶申し込み・問い合わせ　
　　　　　　教育総務課総務グループ☎556―8311

　令和5年1月から、軽自動車税に係る新システ
ム（軽JNKS）が導入され、軽自動車税（種別割）の
車両ごとの納付情報を軽自動車検査協会がオンラ
インで確認できるようになりました。
　これにより、軽自動車の継続検査を受ける際に、
納税証明書の提示が原則不要になります。
※ 納付直後や納付データがシステムに反映されて
いないなどの場合、軽JNKSでは納付情報を確
認できないことがあります。その際は、税務課
までお問い合わせください。

▶問い合わせ　 同課市民税グループ（内線235）

軽自動車の車検は納税証明書
の提示が不要になりました

ご活用ください  入学準備金貸付制度

　国税庁と全国納税貯蓄組合連合会共催の中学生の「税についての作文」募集に、行田税務署管内の中学校の生徒から
3,857編もの応募がありました。市内の学校からは次の生徒が入賞しましたので紹介します（敬称略）。

令和4年度　中学生の「税についての作文」入賞者

関東信越国税局長賞
税で守られる歴史と文化
　　　西中学校2年　　荻島　優太

埼玉県納税貯蓄組合総連合会優秀賞
　　　　　　　　　　　　（順不同）
新時代の税のあり方　　　
　　　忍中学校2年　　大木　梨央
支えられた命　　　
　　　見沼中学校2年　鯨井　莉晴

行田税務署長賞（順不同）
税金のおかけで助かる命
　　　忍中学校1年　　堂下　蓮華
身近にある税金
　　　長野中学校1年　浦邉　琉杜

行田市長賞
感謝
　　　長野中学校3年　瀬田　心誠

行田税務連絡協議会長賞
（優秀）
SDGsとまちづくり
　　　西中学校3年　　黒栁　優花

行田税務署管内納税貯蓄組合連合会長賞
（銀賞）　　　　　　　　　（順不同）
税は縁の下の力持ち
　　　西中学校3年　　井上　愛梨
税は私の味方
　　　南河原中学校2年  小林　咲花
（銅賞）　　　　　　　　　（順不同）
社会保障と税金の大切さ
　　　長野中学校3年　舞原　嘉人
税金のありがたさ
　　　埼玉中学校3年　戸塚紗英子

行田税務連絡協議会長賞
（佳作）　　　　　　　　　（順不同）
繋ぐ未来
　　　行田中学校2年　大須賀亜夢
僕達の「みらい」をつくる税金
　　　太田中学校2年　清水　瑛太

行田税務署管内納税貯蓄組合連合会長賞
（入選）　　　　　　　　　（順不同）
「税金の大切さ」
　　　西中学校1年　　堀越琥太郎
私の感謝
　　　西中学校3年　　代　彩都美

▶問い合わせ　行田税務署☎556―2121（自動音声案内2番を選択）

　　　長野中学校1年　浦邉　琉杜

▶問い合わせ　行田税務署☎556―2121（自動音声案内2番を選択）

ご利用ください就学援助制度
　経済的な理由により就学が困難な小・中学校児童・生
徒の保護者に、就学費用の一部を援助しています。お困
りの方は、ご相談ください。

▶対　　象　・ 児童扶養手当（児童手当とは異なります）
を受給している世帯

　　　　　　・ その他、経済的に就学援助費が必要と認
められる世帯など

▶援助内容　学用品費、給食費、修学旅行費など
　　　　　　※詳細は市ホームページをご覧ください。
▶相談・申請・問い合わせ　
　　　　　　 各学校または教育総務課総務グループ☎

556―8311

　市では小・中学校の通学区域を規則で定めていますが、次に該当するときは、保護者の申し立てにより、指定した
就学校を変更することができる場合があります。

▶区域外就学(指定学校変更)許可基準

小・中学校の指定学校変更について

▶指定学校を変更することができる場合の手続き
　 令和5年度に入学する方は、2月17日㈮までに指定学校変更申立書を教育総務課へ提出してください。教育委員会
による審査後、変更承諾書を交付します(その他の方は、随時受け付け)。

▶相談・申請・問い合わせ　同課学籍・学校再編グループ☎556―8311

願出の種類 該当学年 許可基準 許可期限 添付書類

最終学年 小学6年生
中学3年生

最終学年途中で転居・転出し、通学上およ
び指導上支障がない場合 卒業まで ｰ

学期途中 小学1～5年生
中学1～2年生

学期途中で転居・転出し、通学上および指
導上支障がない場合 学期末まで ｰ

住宅新築および転
居予定 全学年

・ 家屋登記、住宅ローンなどの融資手続き
のため住民票のみ異動した場合

・ 自宅の新築およびマンション・アパート
の入居などによる転入、転居予定があり
通学に支障がない場合

入居予定日まで

次のいずれか
・建築確認書
・工事請負契約書
・売買契約書
・賃貸契約書

両親共働きなど留
守家庭 全学年

保護者が共働きなどにより留守となる家庭
で、祖父母などの家から就学する場合、そ
の通学区

事由の存する期間 勤務証明書または
営業証明書

身体的および精神
的理由 全学年

・ 身体的理由で、通学途中の安全確保のた
め、指定学区外の学校に就学する場合

・ 登校拒否が客観的に予想される場合
事由の存する期間

医師の証明書(身
体的理由)
学校長の意見書
(精神的理由)

家庭の事情により、
住所異動ができな
い者

全学年 市内に居住していることが証明され、学区
内の学校へ就学する場合

住民登録が行われ
るまで

賃貸契約書または
居住証明書(民生委
員・児童委員など)

特別支援学級に入
級する者 全学年 就学指定校に該当する特別支援学級がない

場合 卒業まで ｰ

地域的事情 全学年 教育委員会が、指定校の変更を認めている
地域(許容地域) 卒業まで ｰ
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　令和4年12月1日付けで、民生委員・児童委員125人、主任児童委員10人の方が、厚生労働大臣および
埼玉県知事から委嘱を受けました。今回、委嘱を受けた方々は、令和7年11月30日までの3年間、地域福祉
の推進者として活躍していただきます。
　なお、欠員の地区（氏名が空欄）については、後任が決まるまで福祉課へお問い合わせください。番号が〇印
で囲まれている地区は新任の方です。

新しい民生委員・児童委員、主任児童委員を紹介します

番号 氏名 担当地区など 電話番号

①  髙橋　　清 一桜 556－7598

②  安田　明宏 二桜（秩父鉄道線路から南側） 553－0876

③  福田　淳一 二桜（秩父鉄道線路から北側） 556－7623

4 三桜南部

⑤  川﨑　　恵 三桜北部（主要地方道佐野･行田線西側） 556－5583

6  野口　悦男 三桜北部（主要地方道佐野･行田線東側） 555－0159

⑦  久保田勇次郎 桜ケ丘（主要地方道佐野･行田線西側） 554－3329

8  座間　文子 桜ケ丘（主要地方道佐野･行田線東側）、長野住宅 554－9194

9  加藤すみ子 富士見東部 554－9063

10  粕谷よし子 富士見中央 556－8612

11  田中　惠二 富士見西部 090-2750-5097

12  中村　信子 富士見北部 554－6825

⑬  野中　通弘 橋場1 ～ 3組 556－0292

⑭  講内喜四郎 橋場4 ～ 6組 080-3601-7746

⑮  江森　淳子 田幡 554－5174

16  吉野すみ子 林 556－7357

17  春田　貞子 中斉（長野二丁目8 ～ 12、17～ 26、28、29） 556－5366

18  横田　敏江 中斉（長野二丁目27、30、三丁目1 ～ 8、13～ 16） 554－2913

19  鈴木　輝夫 中斉（長野三丁目9 ～ 12、17～ 31） 090-6040-2876

⑳  山下　順子 堀の内 559－0100

21 つるまき

㉒  東　　義幸 万願 559－3805

㉓  中野実千代 白山、大下、新田 559－2680

24  川島　和夫 藤原町東部 555－1633

25 藤原町西部

26  守山　謙三 藤原町中央 553－0764

27  前原　洋子 藤原町南部 554－1727

㉘  瀬戸　順子 若小玉勝呂（間之道、勝呂団地） 556－1725

29  茂木　松江 若小玉勝呂（上一組、上二組） 554－9617

30  金子　　彰 若小玉中央 554－1855

31  田島　順子 若小玉南部 556－7018

㉜  天野智恵子 若小玉六本木 556－6070

33  松本幸太郎 下須戸（上組、元組、東組、大島） 559-3256

㉞  平塚　光江 下須戸(中郷､ 須戸橋､ 新田､ 寺浦､ 間刈) 559－3302

35  田島　　均 小針（県道上新郷埼玉線から東側） 559－3786

36  門井　孝夫 小針（県道上新郷埼玉線から西側） 554－4740

㊲  坂本　恵子 藤間、関根、真名板東 559－3855

㊳  久保田靖孝 真名板（1番～ 3番、4番東地区） 559－0106

39  新井　敏文 真名板（4番三ツ家、5番、6番） 559－0210

40  青木　敦子 （主任児童委員） 090-3962-3850

41 （主任児童委員）

東部地区西部地区
番号 氏名 担当地区など 電話番号

1 菅谷（埼玉トヨタ南側水路から北側）

2 菅谷（埼玉トヨタ南側水路から南側）

3 一持田（県道128号から北側）

④  寺田　正彦 一持田(県道128号から南側)、県営持田団地 556－7350

5 二持田第一

6  冨田　哲夫 持田五丁目（持田南公園北側通りから北側） 556－6156

7 持田五丁目（持田南公園北側通りから南側）

8 持田長町

⑨  木下　博義 持田菊野台 555－3074

10 持田砂原(三丁目32､四丁目1､4 ～ 13､18～ 21)

11  加賀見春男 持田砂原(二丁目18､三丁目28～ 31､四丁目2 ～ 3) 554－1929

⑫  橋崎　祐子 三井砂原 553－4642

13 持田西

14 三持田東部､ 三持田大宮口

15 三持田西部

⑯  新井　　満 前谷 090-2549-7208

17  和泉みち子 棚田町一丁目（新幹線から南側、眞福寺西側通りから西側） 554－8865

⑱  小川　京子 棚田町一丁目（新幹線から南側、眞福寺西側通りから東側） 556－0249

⑲  本望　英子 棚田町二丁目 553－2777

⑳  大内美砂子 棚田町一丁目(新幹線から北側） 553－7452

21 門井町一丁目（ローヤルシティ行田北側通りから北側）

㉒  栗原　　栄 門井町一丁目（ローヤルシティ行田北側通りから南側） 554－4300

23  井上のぶ子 門井町二丁目 555－2425

㉔  石本　満雄 第三門井（1 ～ 15） 090-4247-0506

25  塚本　順子 第三門井（16～ 27） 556－5200

26  江幡佐知子 押上町（南大通から北側） 554－9503

27  長島　敬二 押上町（南大通から南側）､ 門井団地 554－7998

28  武田　芳信 西新町（7班～ 12班、14班～ 18班） 555－1052

29  木暮　　要 西新町（1班～ 6班、13班） 556－6737

㉚  髙金　典人 棚田町三丁目 554－4386

31  福島　和枝 深水町 553－1510

32  上田　恵司 壱里山町 554－4525

33  森　　幸子 清水町（1 ～ 3番地） 554－8565

34  佐藤　範夫 清水町（4 ～ 14番地） 553－0548

35  大木　葉子 （主任児童委員） 554－0168

㊱  吉野　朋子 （主任児童委員） 090-1460-8135

番号 氏名 担当地区など 電話番号

1  松本　　浩 一谷郷 556－0638

②  栁川　秋則 柳坪 553－3029

3 東台

4  青木　洋一 二谷郷東第一 556－1854

5 二谷郷新田　西･北部

6  滝田真佐美 二谷郷新田　東部 554－4817

7 三谷郷（北部、薬師堂北側道路から北側)

8 三谷郷（南部、薬師堂北側道路から南側)

9 二谷郷東第二

⑩  木元　洋子 飯倉 553－7380

11 栄町

12  持田恵美子 東栄 556－0531

13 小橋団地

14 春日

15  岡本　澄江 二斎条 557－3241

16 一斎条、斎条団地

17  石島　正己 一和田、二和田 556－2079

18  棚澤　　薫 上池守、下池守 090-8845-3834

19  羽鳥　礼子 中里、小敷田 556－0082

⑳  岩田　澄枝 皿尾 553－3234

㉑  松井　愛子 荒木1区、2区 559－1797

㉒  浜島　賢一 荒木3区、9区（白川戸） 090-1602-7213

23  栁原　祐子 荒木4区、5区、荒木団地 550－7202

24  羽鳥三穂子 荒木上宿、6区 557－1008

㉕  田口　惠樹 荒木7区、8区（小見） 556－6128

㉖  山本　　貢 須加1区～ 3区（下中条） 557－0531

27  小巻　正夫 須加4区～ 6区 557－2004

㉘  天沼　和子 須加7区～ 9区 557－2415

㉙  丒久保幸世 須加10区～ 12区 557－1987

30 上、久保、里前、天袋、立野

31  棚澤　　清 北河原新田、酒巻上・下 557－0439

32  荻原　玲子 一区 557－2073

㉝  石井　勝憲 在家、中江袋の一部（北部） 557－6012

㉞  今村　政夫 二区 557－2623

㉟  中原　定子 三区南 557－0406

36 三区北

37  加藤　孝夫 犬塚 557－1780

㊳  栗原　正志 馬見塚、中江袋の一部（南部） 557－0070

39  遠山　俊江 （主任児童委員） 090-1056-6567

40  山口　直美 （主任児童委員） 090-9288-8955

41  荒木　玲子 （主任児童委員） 090-1764-9277

北部地区南部地区
番号 氏名 担当地区など 電話番号

1  継田由喜子 大町、一佐間 556－2923
2 二佐間（一丁目3、5 ～ 9、13～ 15、二丁目1）
③  渡邉　琴美 二佐間（一丁目16～ 20、26～ 30） 080-9777-2717
4  山﨑　孝子 神明（二丁目2 ～ 11） 553－5055
⑤  矢嶋　京子 神明（二丁目12～ 19） 090-9334-5525
⑥  新井　惠子 三間(三丁目1 ～ 7､ 11､ 12､ 大字佐間) 556－9099
7  梅田　伸一郎 三間（三丁目8 ～ 10、13～ 27） 554－7296
8  新井　君子 緑町 555－0189
9  大村佐知子 向町(1、5、6、16、17、22、23、29)、一向、行田10、天満1 556－5235
⑩  中田　　浩 向町（上記以外、二向） 556－9488
11  田仲　曉美 旭町（1 ～ 8） 553－2333
12 旭町（9 ～ 16）
⑬  木村まゆみ 富士山東 559－2325
14  岡島　　薫 富士山西、上埼玉 559－2408
⑮  田村　　均 百塚 559－0908
⑯  湯本　達夫 片原第一、第二、下埼玉 559－4445
⑰  諸貫　竹雄 片原第三、杉原 090-4842-5316
⑱  宮﨑　昌美 利田、渡柳上・下 559－1810
⑲  田島　清子 野原、上手、谷端 559－4387
20  番場　泰稔 野中、宿 559－1310
21 下忍
㉒  海老島明美 堤根 554－7121
㉓  荻原　友子 樋上、下忍団地 554－5428
24  山口　尚美 （主任児童委員）　※ 090-3315-4748
㉕  戸塚　理恵 （主任児童委員） 538－8529

※地区担当民生委員から主任児童委員へ委嘱換え

中央地区
番号 氏名 担当地区など 電話番号

①  千野　三郎 中央、エクセル行田中央 090-9362-0539
2  根岸　君枝 宮本 556－3317
3 北谷区東町、一北谷
④  嘉山佐知子 二北谷、六ツ門、帯廓 554－8426
5  小林　　繁 本丸(本丸1、2、8 ～ 17、18の一部） 556－3652
6  中村　雅昭 一内、二内行田、元町 090-2559-9030
⑦  北岡　公子 三内行田、大手町 553－1208
⑧  利根川博子 一天満、二天満 553－5527
9  安原　初美 矢場一丁目5の一部、矢場二丁目 556－5480
10  戸田　祐子 田町、上荒井 554－5019
11 成田(本丸3 ～ 7、18～ 23、16の一部）
12 城西2丁目
⑬  今井　秀和 城南 090-3801-6469
14  小林　順子 駒形 556－7727
⑮  ギャレダールふさ子 南駒形 554－8045
⑯  新井喜代子 西駒形 554－5012
⑰  町田　葉子 二持田第二（城西五丁目1 ～ 4、大字持田） 556－6179
⑱  橋本　睦子 二持田第二（城西五丁目5 ～ 10、持田1丁目5 ～ 9） 556－0123
19  石塚　洋子 二持田第二（城西三丁目）、蔵場 553－0103
20  岡田　直子 下町、二本町 555－3200
21  遠藤　優子 一本町、新町、八幡町 553－0907
㉒  横田　好造 矢場一丁目 555－1754
23  瀧田　昭子 （主任児童委員） 556－2201
24  見澤はるみ （主任児童委員） 080-3488-8177

▶問い合わせ　同課地域福祉グループ(内線285)
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さしあげます

ゆずってください

▷座布団　▷学習机　▷製図台　▷大正琴　▷座卓　▷
電動芝刈り機　▷マットレス　▷鍵盤ハーモニカ　▷石
油ファンヒーター

▷バーベル　▷オーブンレンジ　▷電子レンジ　▷ヘア
アイロン　▷電気ポット　▷掃除機　▷ミシン　▷ロッ
クミシン　▷大人用自転車 ▷ダンベル ▷ノートパソ
コン ▷FAX付電話機 ▷チャイルドシート ▷ハイ
チェア

不
用
品
情
報（
無
料
）

特定(産業別)最低賃金が改定されました
　令和4年10月1日から埼玉県最低賃金は、時間額987円（引
き上げ額31円）となりました。埼玉県最低賃金は、県内の事
業場で働く全ての労働者に適用されます。
　さらに、12月1日から5業種の特定（産業別）最低賃金の時
間額がそれぞれ、非鉄金属製造業は1,006円、電子部品等製
造業は1,013円、輸送用機械器具製造業は1,013円、光学機
械器具等製造業は1,022円、自動車小売業は1,018円となり
ました。

▶問い合わせ　 埼玉労働局賃金室☎048―600―6205また
は行田労働基準監督署☎556―4195

談相種各 （1月15日～2月14日）
※新型コロナウイルス感染症拡大防止に対応するため、急きょ中止または延期とする場合があります。

相　　談 場　　所 期　　　　日 時　　　間 問い合わせ

法律(予約制） 産業文化会館
2階会議室

1月24日㈫ ※予約は1月4日㈬から 午前9時30分～正午

地域活動推進課
（内線252）

2月9日㈭ ※予約は1月16日㈪から 午後1時30分～ 4時

行政機関に対する
意見・要望

産業文化会館
2階会議室 1月16日㈪ 午後1時30分～ 3時30分

消費生活
多重債務 市役所 毎週月～金曜日(祝日を除く） 午前9時30分～正午

午後1時～ 3時30分
消費生活センター
（内線495）

不動産 市役所 1月18日㈬ 午前9時～ 11時30分
公益社団法人埼玉県宅
地建物取引業協会北埼
支部☎562―5900

  相続、遺言、離婚、
  日常生活の困り事 VIVAぎょうだ 2月8日㈬※予約制 午後1時～ 4時 埼玉県行政書士会埼北

支部☎564―0104

夫婦関係・DVなど
（予約制）

※女性相談員対応
VIVAぎょうだ

毎週木・土曜日　
※ 土曜日は市内在住の方を対象に電話相談
も受け付けます。

午後1時～４時
(電話相談は午後1時～ 2時)

VIVAぎょうだ
☎556―9301

人権 産業文化会館
2階会議室 2月8日㈬ 午後1時30分～ 3時30分 人権推進課

(内線 221）

税務(予約制）
関東信越税理
士会行田支部
（市役所前）

毎週水曜日(祝日を除く)※予約受け付け
は毎週月・水・金曜日（祝日を除く）の
午前10時30分～午後3時30分

午後1時～ 4時
関東信越税理士会
行田支部
☎554―1411

夜間の納付相談 市役所 毎週火曜日(祝日を除く） 午後5時15分～ 7時 税務課（内線236・237）

水道料金の夜間納付 水道庁舎（前谷） 1月24日㈫、2月7日㈫・14日㈫ 午後5時15分～ 7時 水道課☎553―0131

普通徴収(納付書や口座振替で納めていただく方)
国民健康保険税・・・・・・・・・・・・・・・7期
介護保険料・・・・・・・・・・・・・・・・・7期　
後期高齢者医療保険料・・・・・・・・・・・・7期

納期限　1月31日㈫
・ 市税などの納付には、｢安心！確実！便利！｣な口座振替をご
利用ください。
・納付の相談は随時窓口で実施しています。
▶問い合わせ　税務課(内線236・237)

納期のお知らせ(1月分)　　

遺言・相続無料相談会
▶日　　時　1月21日㈯午前10時～午後4時
▶場　　所　 大宮ソニックシティ 903・904（さい

たま市大宮区桜木町1―7―5）
▶内　　容　 面談または電話による相談
▶定　　員　面談相談は先着32組（1組30分）
▶電話相談用番号　
　　　　　　 048―872―8055（予約不要、当日

のみ通話可）
▶申し込み・問い合わせ
　　　　　　 面談相談を希望される場合は1月19

日㈭午後5時までに電話で埼玉司法
書士会☎048―863―7861

　2月5日㈰に第90回埼玉県駅伝競走大会が開催されま
す。これに伴い、午前9時50分ごろから10時40分ご
ろまで市内を通る国道17号の交通規制を行います。な
お、選手の通過時間により、規制時間が前後する場合が
ありますので、ご理解とご協力をお願いします。

▶注　　意　 車両の乗り入れを避け、交
通規制や迂

うか い
回については警

察官の指示に従ってくださ
い。

▶問い合わせ  生涯学習スポーツ課☎556
―8336

第90回埼玉県駅伝競走大会に伴う
交通規制を行います

　エコライフDAY・WEEKとは、省エネ・省資源など
環境に配慮した生活を送ることにより、地球温暖化を防
止するライフスタイルの実践に向けたきっかけづくりを
行うものです。市では、この取り組みに参加する団体を
募集しています。

▶対　　象　 参加者3人以上の自治会、企業、その他の団体
▶そ の 他　 個人で参加される場合は、環境課または各

公民館で配布しているチェックシートに記
入してください。1月31日㈫までに同課
に持参するか行田環境市民フォーラムの協
力により各地域公民館に設置している回収
ボックスに提出してください。

▶申し込み・問い合わせ　同課☎556―9530

冬のエコライフDAY・WEEKに
ご参加ください

行田市民便利帳2023を配布します
　市では、市政情報や暮らしの情報などを分かりやすくまとめた「行
田市民便利帳2023」を株式会社サイネックスとの官民協働事業で
作成しました。
　今回の改訂では、災害時や緊急時の行動や事前の備えなどの他、
行田市の街歩き情報などを巻頭にまとめ、充実させました。お手元
に置いていただき、身近な生活情報誌としてご活用ください。
　市民便利帳は、株式会社サイネックス・ネットワークにより1月
中に世帯配布します。2月になっても届かない場合は、広報広聴課
までご連絡ください。
　また、作成に当たり、広告掲載でご協力いただいた事業者の皆さ
んに厚くお礼申し上げます。

▶仕　　様　A4判、本文112ページ
▶問い合わせ 同課(内線318)同課(内線318)
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在宅医療窓口

赤ちゃんクラス (申し込み不要)
日　　時　1月23日㈪午前9時30分～11時
内　　容　お子さんの体重測定や育児相談
対　　象　 4カ月未満のお子さんとその保護者

離乳食(初期)教室（要申し込み）
日　　時　 1月24日㈫午前10時30分～11時30分(午

前10時15分から受け付け)
対　　象　 4～6カ月のお子さんとその保護者（保護

者のみの参加可）

離乳食(後期)教室(要申し込み)
日　　時　 1月25日㈬午前10時30分～11時30分

(午前10時15分から受け付け)
対　　象　 9～11カ月のお子さんとその保護者(保護

者のみの参加可)

乳幼児相談 (要申し込み)　
日　　時　 1月11日㈬、2月7日㈫午前9時30分～11

時30分
対　　象　 就学前のお子さんとその保護者

乳幼児健診など
事 業 名　 4カ月児健診、離乳食(初期)教室、1歳6カ

月児健診、2歳児歯科健診、3歳児健診
そ の 他　 対象者には通知します。転入されたお子

さんで、前住所地で受診していない方は
健康づくり課にご連絡ください。

　病院に連れて行こうか迷ったときや受診できる医療
機関を知りたいときの全国共通ダイヤルです。また、
県では、「埼玉県AI救急相談」を実施しています。
https://www.pref.saitama.lg.jp/a0703/aikyukyu.html

 #7119（365日24時間対応）

おとなの健康

休日急患診療

期　日 医療機関名 電話番号

1月22日（日) 清幸会行田中央総合病院 553―2000

1月29日（日) 壮幸会行田総合病院 552―1111

 2月 5日（日) 清幸会行田中央総合病院 553―2000

 2月11日（土) 壮幸会行田総合病院 552―1111

 2月12日（日) 壮幸会行田総合病院 552―1111

　休日や祝日の急な病気やけがのときは次の医療機関
をご利用ください。

診療時間　午前10時～午後5時
診療科目　内科、小児科、外科
※ 医療機関が変更されることがありますので、事前に
問い合わせてください。

「病気があるが、足が不自由で通院できない」「寝たき
りの家族がいて床ずれが心配」などの相談があるとき
・ 行田市在宅医療・介護連携支援センタ―　
　☎553―2003
・ 相談時間　午前9時～午後5時　
　※土・日曜日、祝日、年末年始を除く

「歯科医院への通院が困難」「訪問歯科診療を行ってい
る歯科医院が知りたい」などの相談があるとき
・在宅歯科医療推進窓口☎080―1391―8020
・ 相談時間　午前10時～午後3時（正午～午後1時を
除く）※土・日曜日、祝日、年末年始を除く

健康相談（要申し込み）
日　　時　1月24日㈫
　　　　　※ 時間は申し込みの際にお知らせします。
場　　所　保健センター
内　　容　 保健師、栄養士、歯科衛生

士による食事、生活習慣、
歯の健康についての相談

　お子さんの健康が気になるときだからこ
そ、予防接種と乳幼児健診は、遅らせずに、
予定どおり受けましょう。　
　健康づくり課（保健センター内）や医療機関
では、感染予防対策を徹底、実施しています。

保 健 室保 健 室
みんなのみんなの

問い合わせ 健康づくり課（保健センター内）
長野2－3－17  T E L：５５３－００５３  ＦＡＸ：５５５－２５５１

　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、感染
状況により、中止または延期となる場合があります。
最新情報は市ホームページでお知らせします。

こどもの健康

ノロウイルス食中毒に注意 ～肉はしっかりと焼きましょう～
　ノロウイルスによる食中毒は、特に冬季に注意が必要
です。以前は、カキなどの二枚貝が原因の多くを占めて
いましたが、最近はノロウイルスに感染した人が食品を
汚染し、食中毒となる事例が大多数を占めています。
　ノロウイルスは感染しても症状が出ない場合がありま
す。また、症状が治まった後も2週間以上便の中にウイ
ルスが排出される場合もあります。日常的に「手洗いは2
度洗い」することを徹底しましょう。
　また、肉（牛、豚、鶏など、野生鳥獣（ジビエ）およびレバー

含め内臓）は中心部の赤味がなくなるまで加熱しなければ、
食中毒の原因となる病原体は死滅しません。ひき肉料理
は外側が焼けていても、中が生焼けになっていることも
あります。
　新鮮なものかどうかに関わらず、生や加熱不十分だと
重篤な食中毒を発生する危険があります。肉は中心部ま
でしっかりと焼きましょう。

▶問い合わせ　 加須保健所生活衛生・薬事担当☎0480
―61―1216

第3次行田市健康増進計画・食育推進計画(案）
に対する意見を募集します

　市では、健康増進法および食育基本法に基づき、
健康増進と食育を併せて一体的に定めた計画の策
定を進めています。
　このたび、計画の素案がまとまりましたので、
市民の皆さんから広く意見を募集します。

意見募集期間　1月16日㈪～ 2月15日㈬
閲覧場所　 保健センター、市政情報コーナー、南

河原支所※市ホームページから閲覧可
提出方法　 住所、氏名、電話番号を明記(様式自由)

の上、持参、郵送、FAX、Eメールのい
ずれかの方法により提出してください。

　　　　　 【持参・郵送】〒361―0023 行田市
長野2―3―17 健康づくり課

　　　　　【FAX】555―2551
　　　　　【Eメール】hoken-s@city.gyoda.lg.jp
意見の公表　 提出された意見は、個人を特定できな

いように編集し、概要を公表します。
また、意見に基づいて修正した場合は、
その内容を公表します。なお、個別の
回答は行いません。

そ の 他 電話や口頭での受け付けは行いません。

日　　時　 1月26日㈭午前9時30分～ 10時30分(15分
ごとの予約制)

場　　所　保健センター
内　　容　 歯科健診、位相差顕微鏡による口腔内細菌の確

認(希望者のみ)
対　　象　市内在住で次のいずれかに当てはまる方
　　　　　① 就学前のお子さんとその保護者(健診は保護

者のみでも可)
　　　　　②20～ 39歳の方
定　　員　25人(先着順)
参 加 費　無料
持 ち 物　乳幼児は母子健康手帳
そ の 他　・ 健診日の朝に、来所する方全員が自宅で体温

測定をしてきてください。
　　　　　・ 新型コロナウイルス感染症の感染者状況によ

り、中止となる場合があります。
申し込み　 1月25日㈬までに直接または電話で健康づくり課

親子の歯科健診・ヤング歯科健診

日　　時　 1月27日㈮午前10時～11時30分(午
前9時45分から受け付け)

場　　所　保健センター 2階ホール
内　　容　 動脈硬化を進行させないための正しい

生活習慣について学ぶ。
対　　象　市内在住の方
定　　員　20人(先着順)※要予約
参 加 費　無料
持 ち 物　 筆記用具、飲み物、健康づくりチャレ

ンジポイントのリーフレット(お持ち
の方)、健康づくりマイスター養成事
業ポイントカード(お持ちの方)

申し込み　電話で健康づくり課

目指せ！しなやか血管美人～動脈硬化と生活習慣～
〈健康づくりチャレンジポイント認定講座・健康づくりマイスター養成講座〉

日　　時　 2月16日㈭午後2時～ 3時30分(午後1時45
分から受け付け)

場　　所　VIVAぎょうだ学習室
内　　容　 心不全の症状から最新の診断・治療などについ

て学ぶ。
対　　象　市内在住の方
定　　員　30人(先着順)※要予約
参 加 費　無料
持 ち 物  筆記用具、飲み物、健康づくりチャレンジポイ

ントのリーフレット(お持ちの方)、健康づくり
マイスター養成事業ポイントカード(お持ちの方)

申し込み　電話で健康づくり課

皆さん、心不全ってご存じですか？
～心不全の最新の診断と治療～

〈健康づくりチャレンジポイント認定講座・健康づくりマイスター養成講座〉

年末年始の急患診療・在宅当番医変更のお知らせ
１月１日㈰の当番医が変更になります。

医療機関名 電話番号 診療科目
変更前 吉田記念山本クリニック 558―3507 内科
変更後 壮幸会行田総合病院 552―1111 内科、外科
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　新型コロナウイルス感染症の状況により、予告なく図書館
サービスやイベントを変更または中止する場合があります。
詳細は図書館ホームページをご覧ください。

定例イベント  ✿図書館で楽しいひとときを✿

図書館シネマ
倶楽部

1月29日㈰午後1時30分
(午後1時10分開場)

キング・コング（洋画：100分）
監督：メリアン・C・クーバー
出演： ロバート・アームストロング

他

大人を対象としてい
ますが、どなたでも
鑑賞できます
(定員40人、先着順)

図書館職員 「みらい」
映像ホール

イベント名 日　　時 内　　容 対　　象 協力団体など 場　所

ボランティア
による
おはなし会

1月22日㈰ 午後2時

絵本や紙芝居など 幼児・小学生

おしゃべりインコの会

図書館
おはなしの
へや

1月28日㈯ 午前11時 おはなしタンバリン

2月4日㈯ 午後2時 おはなしの会

2月11日㈯ 午後2時 おはなしポケット

たまごおはなし会 1月18日㈬、2月8日㈬
午前10時30分 絵本、手遊び、パネルシアターなど 0歳～３歳児ぐらい

図書館職員

図書館
ミーティングルーム

ぴよぴよおはなし会 2月5日㈰ 午後2時 絵本、紙芝居、素話(ストーリーテ
リングなど) 4歳児ぐらい～小学生

図書館
おはなしの
へや

こっこおはなし会 1月21日㈯ 午後2時 絵本の読み聞かせ、工作、折り紙
など 小学生

英語であそぼう 1月22日㈰ 午前11時 英語の歌遊びや絵本の読み聞かせ
幼児・小学生

レガスピ キャセリン 
マナロさん

子ども映画会 2月12日㈰ 午後2時 ふしぎ駄菓子屋 銭天堂(第11～13
話) 図書館職員

ブックスタート 1月25日㈬、2月1日㈬
午前10時～正午の間 絵本の読み聞かせや育児相談など

市内在住の2カ月以上
1歳未満のお子さんと
その保護者

NPO法人子育て
ネット行田

図書館
ミーティング
ルーム

　新型コロナウイルス感染症の状況により、予告なく図書館
サービスやイベントを変更または中止する場合があります。

図書館
開館時間：午前9時～午後7時

休館日：1月1日㈰～3日㈫・10日㈫・16日㈪・23日㈪・
　　　　　　　30日㈪・31日㈫、2月6日㈪・13日㈪
※休館日の図書の返却はブックポストをご利用ください。

佐間3―24―7(「みらい」内)　TEL：556―4227　FAX：555―3770　ホームページ：https://ｗｗｗ.lib-gyoda-saitama.jp

　ぎょうだ電子図書館は、子供向け絵本や時代小説、旅行誌など
さまざまなコンテンツを取りそろえており、本の文章を読み上げ
る機能を使った新たな読書体験もできます。
　現在、約1,100コンテンツありますが、今後も魅力あるコンテ
ンツ収集を継続していきますので、ぜひご利用ください。

ぎょうだ電子図書館：https://web.d-library.jp/gyoda/　

・余命10年EPUB版 小坂流加／著
・ 10分で読めるこわ～い落語電子版　土門トキオ
／文  橘家仲蔵／監修

・ 今日から料理を始める人の61レシピ　小田真規
子／著
・STOP！海賊版　出版広報センター／著

＜DVD＞
・taps ～その指先が導く危険～
・猫のルーファスと魔法の王国
・パブリック
・引っ越し大名!
＜CD＞
・KIRINJI20132020　KIRINJI ／演奏
・おかあさんといっしょ　
・ラヴァー　テイラー・スウィフト／歌
・地獄の軍団　KISS ／演奏

ぎょうだ電子図書館が1周年を迎えました

ぎょうだ電子図書館　おすすめ本
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介
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。

　
令
和
2
年
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
流
行

し
、
外
出
自
粛
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
時
期
、
手
嶋
さ

ん
は
新
聞
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
出
版
社
主
催
の
絵
本
コ
ン

ク
ー
ル
の
記
事
が
ふ
と
目
に
留
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
コ
ン

ク
ー
ル
で
は
、
絵
は
描
か
ず
物
語
の
内
容
で
競
う
「
絵
本

テ
キ
ス
ト
部
門
」
が
あ
り
、
手
嶋
さ
ん
は
1
カ
月
前
に
目

に
し
た
す
て
き
な
発
見
を
絵
本
に
す
る
こ
と
を
思
い
つ
き
、

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
自
宅
で
生
活
す
る
時
間
が
増
え
た
こ
と

も
相
ま
っ
て
執
筆
し
た
と
い
い
ま
す
。

　

応
募
作
品
は
日
課
で
あ
る
飼
い
犬
と
の
散
歩
が
舞
台
。

そ
の
通
り
道
で
あ
る
北
河
原
小
学
校
近
く
の
池
に
ア
ヒ
ル

が
つ
が
い
で
泳
い
で
い
る
の
を
よ
く
見
掛
け
た
そ
う
で
す
。

し
か
し
、
あ
る
日
そ
の
ア
ヒ
ル
は
一
羽
と
な
り
、
周
辺
に

は
羽
が
散
ら
ば
っ
て
い
ま
し
た
。
以
降
、
夕
方
に
な
る
と

大
き
な
鳴
き
声
が
手
嶋
さ
ん
の
自
宅
ま
で
聞
こ
え
「
私
に

は
一
人
に
な
っ
て
し
ま
い
悲
し
く
声
を
上
げ
て
い
る
の
だ

と
感
じ
ま
し
た
」
と
当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。
1
週
間
以

上
経
っ
た
こ
ろ
、
そ
の
鳴
き
声
は
突
如
ぴ
た
り
と
鳴
り
止

み
ま
す
。「
様
子
を
見
に
行
く
と
、
ア
ヒ
ル
の
横
に
は
カ
モ

が
寄
り
添
っ
て
仲
良
く
泳
い
で
い
た
の
で
す
」
と
、
違
う

生
き
物
で
も
共
に
す
る
そ
の
姿
に
感
極
ま
っ
た
と
話
し
、

手
嶋
さ
ん
は
記
憶
の
限
り
文
字
に
起
こ
し
原
稿
を
書
き
上

げ
て
い
き
ま
し
た
。

　
応
募
し
て
間
も
な
く
出
版
社
か
ら
一
通
の
手
紙
が
届
き
、

入
賞
と
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
読
者
に
響
く
話
だ
と
感

想
が
添
え
ら
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
絵
本
に
す
る
に
は
時

間
や
費
用
が
掛
か
り
ま
す
が
、手
嶋
さ
ん
は
悩
ん
だ
末
「
一

生
の
宝
物
に
し
た
い
」
と
絵
本
の
自
費
制
作
を
決
意
。
そ

の
後
は
出
版
社
を
介
し
て
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
に
絵
を
描

い
て
も
ら
い
な
が
ら
、
そ
の
絵
の
場
面
一
つ
一
つ
に
対
し

て
読
み
手
に
伝
わ
る
よ
う
当
時
の
情
景
を
あ
り
の
ま
ま
簡

潔
に
表
現
し
よ
う
と
文
章
の
推
敲
を
重
ね
て
い
き
ま
し
た
。
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4
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れ
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多
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知
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て
も
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い
た
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と
語
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新
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る
昨
今
で
す
が
、
手

嶋
さ
ん
の
作
品
は
日
常
の
中
に
も
幸
せ
が
存
在
し
て
い
る

こ
と
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。

日
常
で
出
会
っ
た
幸
せ
な
話
を
絵
本
に

手
嶋
　
和
子
さ
ん
（
北
河
原
・
63
歳
）

行田人ぎょうだじん

いき いき

＜一般＞
・SDGsコーナー　リニューアル!
＜児童＞
・冬はおうちで手作りあそび
※特集は告知なく変更となる場合があります。

今月のテーマ展示

・地獄の軍団　KISS ／演奏
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令和4年度行田市人権教育
合同学習講演会

利根川右岸河川敷枯草火災
想定訓練

25 24

ぎょうだ写真帖

コミュニティセンターみずしろで市民活動フェ
ア2022秋まつりが開催されました。
市の市民公益活動登録団体として登録されてい
る13団体による飲食や物品の販売、活動のPR展
示が行われました。訪れた人たちは、販売されて
いる物品を手に取ったり、団体の日頃の活動成果
がまとめられた展示に見入ったりしていました。

総合公園第2自由広場で第25回行田市長杯グラウン
ド・ゴルフ大会が開催されました。
この競技は、専用のクラブを使ってボールをホールポス

トに入れ打数を競うもので、この日は259人が出場。選
手たちは次々と軽快なショットを放ち、ホールインワンな
ど好打が出ると仲間同士でたたえ合っていました。

12月3日、古代蓮の里で点灯式が行われ、
「古代蓮の里イルミネーション2022」がスター
トしました。
会場内は、約10万球のLED電球を使用し、

青く光るトンネルや蓮・フラミンゴのオブジェな
どが飾られた他、今回はフラワーアートにペット
ボタル2,075本を使用したLEDアートを実施。
さまざまな色のイルミネーションが、園内をきら
めかせています。

市民活動フェア
2022秋まつり

12
4
SUN11

19
SAT

第25回行田市長杯
グラウンド・ゴルフ大会

11
24
THU

12
4
SUN

12
3
SAT

下中条地内の利根川右岸堤防および河川敷で枯草火災想定
訓練が行われました。
この訓練は、枯草火災の発生に備え、地元の消防団、消防署、
災害時における用水等供給支援に関する協定機関との連携強化
を図るために、迅速かつ安全な消火体制を構築することを目的
に実施したもの。当日は、河川敷や堤防など地形を考慮した中
継送水・放水訓練やミキサー車への補水・簡易水槽への給水訓
練などが行われ、各機関は万が一の事態に備え、互いの役割を
確認し合っていました。

総合公園内周辺コースで第64回“浮き城のまち行
田”駅伝競走大会が開催されました。
今大会では、3,000メートルと1,150メートルの

コースに86チームが参加。寒空の下、選手たちは沿
道から熱い声援を受けながら、一本のたすきを一秒で
も早く次の選手へつなごうと懸命に走っていました。

「みらい」文化ホールで、令和4年度行田市人権教育合同学
習講演会が開催されました。
社会学者の古市憲寿さんを講師に迎え、「『幸せ方程式』～

昔の生き方はもう通用しない～」をテーマに講演が行われまし
た。古市さんは、社会学の観点から、人との付き合い方や、
人生をより充実させる方法などについて話していました。切れ
味たっぷりの話に会場は盛り上がり、講演後は客席から大きな
拍手が送られていました。

古代蓮の里
イルミネーション2022

3
9

12

1SAT

MON
～第64回“浮き城のまち

行田”駅伝競走大会

行田酉の市12
6
TUE

愛宕神社（行田）で冬の風物詩である行田酉の市が開
催されました。
境内は多くの参拝客でにぎわい、色鮮やかな縁起物で
飾られた熊手などが並びました。来場者が新たな年の幸
せを願い、熊手などを買い求めるたび、威勢の良い「家内
安全」や「商売繁盛」の掛け声と手締めの音が辺りに響き
渡りました。
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催 し ・ 募 集

イベントイベント

▶ 日時　2月4日㈯午前9時～午後
4時30分
▶ 場所　中央公民館
▶ 内容　
　•19路盤戦（20級以上対象）
　　（1） 浮き城のまち選手権（ノー

ハンデ戦）
　　（2）ハンデ戦（棋力認定を兼ねる）
　•13路盤戦（21級以下対象）
　•プロ棋士による指導碁
　•親子入門教室
▶ 対象　中学生以下（入門教室は保
護者も可）※小学生以下は原則と
して保護者同伴のこと
▶ 参加費　500円※市内在住の方、
親子入門教室のみ参加は無料
▶ 持ち物　昼食、マスク着用
▶ 主催　行田市教育委員会、行田市
碁楽会
▶ 後援　（公財）日本棋院、特定非営
利活動法人埼玉県少年少女囲碁協
会
▶ 申申 ＜持参またはFAXの場合＞
　 各学校に配布する申込書に必要事
項を記入の上、1月20日㈮午後3
時までに同館【FAX】553―5760
※受信確認のため、送信後同館に
電話をしてください。
　＜行田市電子申請サービスの場合＞
　 二次元コードを読み取り必要事
項を入力の上、1月20日㈮午後3
時までに送信
▶ 問　同館☎556
―2649

第13回行田市少年少女
囲碁大会

▶ 日時　1月5日㈭～ 3月 31日㈮
午前9時～午後４時※土・日曜
日、祝日を除く
▶ 場所　JR行田駅前郵便局（壱里山
町13―2）

▶ 内容　絵本、雑誌、記念乗車券、
鉄道コレクションなどの展示
▶ 問　栗原☎090―1535―4460

▶ 日時　1月5日㈭～ 2月 28日㈫
午前9時～午後3時※土・日曜
日、祝日を除く
▶ 場所　武蔵野銀行行田支店（行田
4―5）
▶ 内容　明治・大正・昭和のめんこ
やめんこに関する資料などの展示
▶ 問　栗原☎090―1535―4460

郵便局街角ギャラリー
鉄道150年ちいさな鉄道展

行田街かどギャラリー
めんこ・面子・メンコ

▶ 日時　2月5日㈰午後1時30分～
3時30分
▶ 場所　「みらい」文化ホール
▶ 内容　浅羽理恵さん（埼玉県環境
アドバイザー）による講演「家計に
も地球にもやさしい 得するエコ」
▶ 定員　250人（先着順）
▶ 入場料　無料　
▶ 主催　行田市衛生協力会連合会
▶ 問　環境課☎556―9530

▶ 日時　1月28日㈯午前10時30分
～ 11時30分
▶ 場所　児童センター遊戯室
▶ 内容　鬼のお面を作って豆まきを
する。
▶ 対象　小学6年生以下※未就学児
は保護者同伴のこと
▶ 定員　15人（先着順）
▶ 参加費　無料
▶ 持ち物　はさみ、のり、サインペン
▶ 申申・問　1月21日㈯までに直接ま
たは電話で同センター☎554―
5706

ごみ問題を考えるつどい

豆まき会

▶ 日時　3月24日㈮・25日㈯（1泊
2日）

▶ 場所　県立加須げんきプラザ（加
須市花崎456）

▶ 内容　初対面の同年代の仲間と食
事作りやレクリエーション活動な
どを通じて交流を深める。

▶ 対象　行田市、加須市、羽生市に
在住の小学3～ 6年生

▶ 定員　24人（男女各12人）
▶ 参加費　4,000円（宿泊費、食事
代、保険料などを含む）

▶ 主催　レ・クリエーションGyoda
▶ 後援　行田市教育委員会、加須市
教育委員会、羽生市教育委員会

▶ その他　
　• 同居の父母または高校生以上の

兄弟による保護者ボランティア
も募集します。【定員】男性3人、

女性2人【参加費】2,000円
　• 参加者および保護者ボランティ

アのいずれも定員を超えた場合
は抽選とし、結果は全員に通知
します。

▶ 申申 1月1日㈰正午～ 28日㈯正
午に二次元コードを読み取り、必
要事項を入力の上送信

▶ 問　電話またはEメールで同団体
☎080―1335
―0795【Eメ ー
ル】recgyoda@
gmail.com

スプリングキャンプin加須げんきプラザ

▶ 日時　1月20日㈮～ 2月20日㈪
正午～午後4時※火～木曜日を除
く
▶ 場所　ヴェールカフェ
▶ 内容　日本遺産構成資産全46件
の写真展示
▶ その他　臨時休館になることがあ
ります。ヴェールカフェホーム
ページをご確認く
ださい。
▶ 問　文化財保護課
☎553―3581

▶ 日時　1月22日㈰午後1時開演　
▶ 場所　産業文化会館ホール　
▶ 内容　行田市合唱連盟加盟団体の
合唱発表　
▶ 入場料　無料
▶ 主催　同連盟　
▶ 共催　（公財）行田市産業・文化・
スポーツいきいき財団　
▶ 後援　行田市、行田市教育委員
会、行田市文化団体連合会　
▶ 問　大澤☎554―4588

日本遺産認定5周年記念
テアトルヴェール第2回
「日本遺産構成資産写真展」

第38回行田市合唱祭

イベントなどの中止・延期情報

　新型コロナウイルス感染症の影響で催しなどが中
止・延期になる場合があります。詳しくは、各連絡先
に問い合わせるか市ホームページでご確認ください。

イベントなどの実施状況（12月15日現在）
開催日 名称 実施状況 問い合わせ

1月 令和5年行田市消防出初式 中止 消防本部消防総務課
☎550―2119

博学連携展示　行田市のうつりかわり

　郷土博物館では、小学3年生の学習に連動し
て博学連携展示「行田市のうつりかわり」を開催
します。昭和初期からの市内の道路や鉄道、公
共施設の移り変わりなどを中心に、暮らしの道
具や関連する資料、昔の写真などを展示します。
変わりゆく行田市の姿をご覧ください。
▶ 期間　2月4日㈯～ 4月2日㈰
▶ 会期中の休館日　毎週月曜日、2月24日㈮、
3月22日㈬・24日㈮

▶ 開館時間　午前9時～午後4時30分（入館は
午後4時まで）

▶ 場所　同館企画展示室
▶ 入館料　【大人】200円【大学・高校生】100円
【小・中学生】50円
　※団体割引あり ▶ 問い合わせ　同館☎554―5911

昭和30年ごろの行田市役所（郷土博物館所蔵）

広告広告
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催 し ・ 募 集

行田市の人口と世帯
※（　）内は前月比

【住民基本台帳人口】
（令和4年12月1日現在）

人口78,806人（－20）　男39,055人（0）　女39,751人（－20）　世帯数35,652世帯（26）
11月中の異動　出生33人　転入等257人　死亡105人　転出等205人

■ 市報ぎょうだに掲載されているあなたの写真を差し上げます。市報をデイジー版に録音したものを
希望者宅にお届けします。ご希望の方は、広報広聴課（内線318）まで。

講演・講座・教室講演・講座・教室

▶ 日時　2月15日㈬午前9時～ 10
時※午前8時45分から血管年齢
測定イベントあり
▶ 場所　VIVAぎょうだ学習室
▶ 内容　争族を防ぐための相続の基
本を学ぶ。
▶ 対象　市内在住・在勤・在学の方
▶ 定員　30人（先着順）
▶ 参加費　無料
▶ その他　ひととき保育の申し込
み（2歳以上の未就学児）は1月31
日㈫まで。
▶ 申申・問　1月 17日㈫から直接ま
たは電話でVIVAぎょうだ☎556
―9301※月曜日は休館

▶ 日時　2月4日㈯午後1時30分開
演（午後1時開場）
▶ 場所　商工センター 401研修室
▶ 演題　「全ての子どもに本は届い
ているか」
▶ 講師　大井むつみさん（日本子ど
もの本研究会会員）
▶ 定員　60人
▶ 入場料　無料
▶ 主催　公益財団法人忍郷友会
▶ 後援　行田市教育委員会
▶ 申申・問　1月24日㈫までに電話
またはFAXで同法人事務局☎
556―9000【FAX】556―9007
または宮脇書店行田店☎554―
6300【FAX】553―7500
　※ FAXで申し込む場合は、各公

民館に設置された申込書また
は任意の用紙に住所、氏名、
電話番号を記入の上、送信

終活セミナー
「“相続”と“争族”の話」

公益財団法人忍郷友会
読書推進実行委員会第19回講演会

認知症サポーター養成講座
▶ 日時　2月3日㈮午後1時30分～
3時
▶ 内容　認知症に関する基本的な知
識や対応方法を学ぶ。
▶ 対象　市内在住・在勤・在学の方
▶ 定員　15人（先着順）
▶ 持ち物　筆記用具
▶ その他　受講終了後はサポーター
の証の「オレンジリング」と「埼玉
県認知症サポーター証」を配布
認知症相談会
▶ 日時　1月24日㈫午後2時～3時
30分、2月3日㈮午後3時～4時
▶ 内容　認知症に関する幅広い知識
を有する専門家が、認知症に関す
るさまざまな相談に応じる。
▶ その他　個別での相談を希望され
る方は、事前に申し込みください。

いずれも
▶ 場所　VIVAぎょうだ学習室
▶ 参加費　無料
▶ 申申 1月4日㈬から直接または電
話で地域包括支援センター緑風苑
（須加1563）☎557―3611（月
～金曜日）
▶ 問　高齢者福祉課（内線278）

▶ 日時　1月29日㈰午後1時30分
開始
▶ 場所　中央公民館第1学習室
▶ 内容　河川に生息する生き物の生
態・繁殖環境を考察する。
▶ 参加費　無料
▶ 持ち物　筆記用具
▶ 後援　行田市、行田市教育委員会他
▶ 申申・問 電話またはFAX、Eメー
ルのいずれかの方法により同
団体中村☎090―1778―4062
【FAX】554―1167【Eメール】
green.hiro39@gmail.com

認知症サポーター養成講座
・認知症相談会

行田環境市民フォーラム
第38回公開学習会

▶ 日時　1月30日㈪午後1時30分
～ 3時

▶ 場所　コミュニティセンターみず
しろ

▶ 内容　用具を使って誰でも気軽に
できる健康体操を行う。

▶ 定員　15人（先着順）
▶ 持ち物　飲み物、バスタオルまた
はヨガマット

▶ 主催　スマイル3B体操 行田
▶ その他　用具は貸し出します。
▶ 申申・問　電話またはEメールで
3B体操卯都木☎090―5996―
5814【Eメール】3bgyoda@
gmail.com

募　集募　集

　2月13日の「日本遺産の日」にち
なみ、普段は非公開の足袋蔵を中心
に、市内の日本遺産を歩いて巡るツ
アーを実施します。
▶ 日時　2月12日㈰午前10時～午
後4時

▶ 集合・解散場所　足袋蔵まちづく
りミュージアム（行田5―15）

▶ 内容　古蛙庵（古民家民芸館）、大
澤家住宅旧文庫蔵、小林家住宅な
どの見学、足袋とくらしの博物館
でプチ足袋づくり体験、ヴェール
カフェで昼食

▶ 定員　20人（先着順）
▶ 参加費　1,600円（昼食代、入館
料、保険料）

▶ 主催　行田市教育委員会、行田市
日本遺産推進協議会

▶ 申申 1月16日㈪～ 2月10日㈮に
電話またはEメールで文化財保護
課【Eメール】bunka@city.gyoda.
lg.jp

▶ 問　同課☎553―3581

大人の3B体操
無料体験会

日本遺産認定５周年記念
「日本遺産の足袋蔵をめぐる」
参加者

相　談相　談

▶ 日時　1月25日㈬午後1時30分
～ 4時30分
▶ 場所　行田商工会議所会議室（忍
2―1―8商工センター 3階）

▶ 相談内容　埼玉県行政書士会の行
政書士が、創業・事業運営、事業
承継、建設業などの許認可申請、
遺言、相続、契約書、内容証明な
どの相談に応じる。※要予約

▶ 申申・問　電話で同会理事星山☎
580―7131

▶ 日時　2月6日㈪午前10時～ 11
時30分

▶ 場所　総合福祉会館「やすらぎの
里」

▶ 内容　親同士が子育て情報を語ら
う。

▶ 対象　市内在住で乳幼児を持つ保
護者

▶ 定員　親子10組（託児あり）
▶ 参加費　1組100円
▶ 主催　行田市民生委員・児童委員
連合会

▶ 後援　行田市、行田市教育委員会他
▶ 申申・問　1月6日㈮～2月5日㈰午
後3時に同協議会☎557―5400

その他その他

▶ 日時　1月17日㈫午前9時30分
～午後4時30分※午前11時45
分～午後1時を除く　

▶ 場所　市役所正面玄関前　
▶ 持ち物　献血カード（お持ちの方）　
▶ 問　埼玉県赤十字血液センター☎
048―720―8009

行政書士無料相談会

子育て談話室「たんぽぽ」

献血

▶ 日時　1月29日㈰午前10時～正午
▶ 場所　VIVAぎょうだ学習室、調
理室
▶ 内容　①行田外国語観光ガイドボ
ランティア会によるベトナムクイ
ズ②ホアン・ティ・トゥ・トゥイ
さんによるベトナム料理（生春巻
きとベトナム風サンドイッチ）の
調理体験※料理は持ち帰り
▶ 対象　市内の小学生とその保護者
▶ 定員　10組（先着順）
▶ 参加費　1組1,000円
▶ 持ち物　エプロン、三角巾、ふき
ん、手ふきタオル、マスク、ス
リッパまたは上履き
▶ 申申 1月4日㈬から直接、電話で
申し込み、または二次元コードを
読み取り必要事項を入力の上、送
信
▶ 問　地域活動推
進課（内線253）

国際交流事業
親子ベトナム料理教室

▶ 日時　2月25日㈯午前8時45分
～午後5時30分
▶ 場所　消防本部第3会議室
▶ 内容　心肺蘇生法（成人・小児・
乳児）、異物除去法、AEDの取り
扱い方法、傷病者管理法、外傷の
手当て要領などを取り入れた上級
救命講習（8時間）　
▶ 定員　20人（先着順）
▶ 参加費　無料
▶ その他　昼食は各自で用意してく
ださい。
▶ 申申・問　1月28日㈯午前10時から
直接または電話で消防署本署☎
550―2123

上級救命講習

郷土博物館連続講座～資料が語る行田の歴史8～

　郷土博物館の学芸員が講師となり、日頃の調査研究の成果の中から、
選りすぐりのテーマについて紹介します。
▶期日・テーマなど　
回 期　日 内　容
第1回 2月5日㈰ 忍城代附属与力・同心・鷹匠の知行と菩提寺
第2回 2月12日㈰ 矢立の実用と美～館蔵コレクションから～

第3回 2月19日㈰ 忍藩の「藩主祀り」～藩祖阿部忠秋の神格化に
ついて～

第4回 2月26日㈰ 埴輪たちがまとうもの～古代の布について～
▶ 時    間　午後2時～ 3時30分 ▶ 場    所　同館講座室
▶ 定    員　各回60人（先着順） ▶ 受 講 料　無料
▶ そ の 他　いずれかのみの参加可
▶ 申し込み・問い合わせ　電話で同館☎554―5911

広告広告
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環境にやさしい
植物油インキ
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　今月の表紙は、市内在住の絵手紙作家の澤田石 司さんに制
作していただいた作品をモチーフに、正月の華やかさを表現しま

した。
　干支の卯

うさぎ

があしらわれた絵手紙年賀状には「新年が心豊かになれますように」との
思いが込められています。近年、静かなブームの絵手紙は、温かい手書きの文字が
魅力です。新しい年が皆さんにとって幸多きものとなりますように。

詳細は総務省ホームページ

1
No.919

January. 2023市報ぎょうだ

C I T Y  P U B L I C  R E L AT I O N S

はじめまして
令和4年1月生まれのおともだち

巻
野
陽は
る
や哉

ち
ゃ
ん
（
埼
玉
）

令
和
4
年
1
月
14
日
生
ま
れ

父
・
伸
哉
さ
ん　
母
・
優
子
さ
ん

「
心
の
暖
か
い
子
に
育
っ
て
ね
」

伊
波
琉る

か花
ち
ゃ
ん
（
藤
原
町
）

令
和
4
年
1
月
23
日
生
ま
れ

父
・
拓
也
さ
ん　
母
・
奈
津
子
さ
ん

鈴
木
枝し
づ
る弦

ち
ゃ
ん
（
門
井
町
）

令
和
4
年
1
月
28
日
生
ま
れ

父
・
秀
輔
さ
ん　
母
・
芳
枝
さ
ん

「
産
ま
れ
て
き
て
く
れ
て

あ
り
が
と
う
」

「
い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ
♪

楽
し
い
毎
日
を
あ
り
が
と
う
♡
」

富
岡

廉れ
ん

ち
ゃ
ん
（
矢
場
）

令
和
4
年
1
月
20
日
生
ま
れ

父
・
宏
太
さ
ん　
母
・
真
梨
乃
さ
ん

「
元
気
に
生
ま
れ
て
き
て
く
れ
て
あ
り
が
と

う
！
た
く
さ
ん
食
べ
て
大
き
く
な
ぁ
れ
☆
」

大
道
口
万ば
ん
り浬

ち
ゃ
ん
（
真
名
板
）

令
和
4
年
1
月
1
日
生
ま
れ

父
・
昌
人
さ
ん　
母
・
令
奈
さ
ん

「
こ
れ
か
ら
の
成
長
が

楽
し
み
で
す
！
」

「
大
き
な
怪
我
な
く

元
気
に
育
っ
て
ね
♡
」

小
野
寺
結ゆ
い
と大

ち
ゃ
ん
（
持
田
）

令
和
4
年
1
月
24
日
生
ま
れ

父
・
俊
さ
ん　
母
・
桃
乃
さ
ん

● 1月4日㈬～31日㈫に電話またはEメールで広報広聴課（内線
318） ※応募要領は市ホームページをご覧ください。

● 応募者多数の場合は、2月2日㈭午前11時から市役所203会議室
で公開抽選を行います。

令和4年3月生まれのお子さんを募集します

小針鎧塚古墳の石室復元模型（当館蔵）
資
料
が
か
た
る

行
田
の
歴
史

46

行
田

歴
史
系
譜
346

古
墳
の
中
身
を
の
ぞ
い
て
み
よ
う
〜「
小こ

針ば
り

鎧よ
ろ
い

塚づ
か

古
墳
の
石
室
復
元
模
型
」

行田市のマイナンバーカード交付率46.8%（12月1日現在）


